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わ の

本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施 した、上野遺跡の調査成

果をまとめたものです。

上野遺跡は、置賜盆地の北東部にあたる南陽市の南東部、吉野川左岸に広がる内原段丘

に立地し、周囲は、水田や、さくらんぼ ・ぶどう・ラフランスなどの果樹栽培地として利

用されています。市内には、5世 紀代の国史跡稲荷森古墳 など、著名な古墳が数多 く分布

してお り、遺跡の南東には、伊達氏以前から軍事的要所であった二色根館が築かれ、中世

城館の分布も認められます。

このたび、県営農地環境整備事業(上 野地区)に 伴い、工事 に先だって上野遺跡の発掘

調査を実施 しました。

調査では、縄文時代中期の土坑や、平安時代では、置賜地方では初めてとなる合口甕棺

と考えられる土器埋設遺構が検出されました。また、中世 ・近世では、柱穴に礎板を据え

た、掘立柱建物跡を中心 とした集落が確認されました。

埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な文化的財産といえます。

この祖先の足跡を学び、子孫へ と伝えていくことが、私たちの貴重な責務 と考えます。そ

の意味で、本書が文化財保護活動の啓発 ・普及 ・学術研究 ・教育活動などの一・助となれれ

ば幸いです。

最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申し上げま

す。

平成18年3月

財団法人 山形県埋蔵文化財センター

理事長 佐 藤 敏 彦



本書は、農地環境整備事業(上 野地区)に 係 る 「上野遺跡」の発掘調査報告書である。既刊の調査説明

資料などの内容に優先 し、本書 を持 って本報告 とする。

調査は、山形県置賜総合支庁産業経済部農村整備課の委託により、財団法人山形県埋蔵文化財センター

が実施 した。

出土遺物、調査記録類は、報告書作成終了後、山形県教育委員会に移管す る。

調 査 要 項

遺 跡 名

遺 跡 番 号

所 在 地

調査委託者

調査受託者

受 託 期 間

現 地 調 査

調査担当者

調 査 指 導

調 査 協 力

わ の

上野遺跡

平成16年 度登録

山形県南陽市大字上野字上野4他

山形県置賜総合支庁産業経済部農村整備課

財団法人山形県埋蔵文化財セ ンター

平成17年4月1日 ～平成18年3月31日

平成17年5月23日 ～平成17年8月5日

平成17年8月29日 ～平成17年9月1日

平成17年10月11日 ～平成17年10月28日

調 査 第 一課 長 野尻 侃

主任調査研究員 須賀井新人

調 査 研 究 員 菅原 哲文(調 査主任)

主任調査研究員 須藤 孝宏

山形県教育庁社会教育課文化財保護室

山形県土地改良事業団体連合会置賜事務所

南陽市教育委員会

南陽市農林課

南陽市体育館

山形県教育庁置賜教育事務所

上野フルーツラン ド整備推進協議会



1

2

3

6

7

凡 例

本書の作成 ・執筆の分担は、以下のとお りである。

第1章 ～第H章 須藤孝宏

第皿章～第VI章 菅原哲文

第皿章 株式会社古環境研究所

第皿章1・3節 菅原哲文

第V皿章2節 須藤孝宏

遺構図に付す座標値は、平面直角座標系第X系(世 界測地系)に より、高 さは標高で表す。また、方位は

座標北を表す。

本書で使用 した遺構の分類記号は下記の とお りである。

SB… 掘立柱建物SD… 溝lSG… 河川SK… 土坑SP… 柱穴

SM… 土器埋設遺構iSX… 性格不明遺構i

RP… 登録土器 ・土製品RW… 登録木製品P… 土器 ・陶磁器S… 礫W… 木 ・木製品

遺構 ・遺物実測図の縮尺、網点などの用法は各図に示 した。

土層図の色調記載については、1997年 版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の 「新版土色帖」によっ

た。

発掘調査お よび本書を作成するにあた り、下記の方々からご協力、ご助言をいただいた。(敬 称略)

大橋康二 ・藤澤良祐 ・佐藤鎮雄 ・吉野一郎

委託業務は、下記の とお りである。

基準点測量業務 明光技研株式会社

地形 ・遺構測量(術 鰍撮影)業 務 株式会社シン技術コンサル

理化学的分析業務 株式会社古環境研究所

遺物保存処理業務 株式会社吉田生物研究所
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1調 査の経緯

1 調 査 の 経 緯

1調 査に至る経過

上野遺跡の発掘調査 は、山形県の農地環境整備事業(上 野地区)に 伴い実施された。当事業

は、平成14年1月 に地元関係者等による上野フルーツランド推進協議会が設立され、各関係機

関との協議や事業着手に向けての作業が進め られてきたが、 これを受けて平成16年 度に県営土

地改良事業として採択された。上野地区は、南陽市中心部に位置する丘陵傾斜地帯であること

か ら、恵まれた地理条件等を最大限に活か した観光果樹 園の構築を目指 し、約5億 円の事業費

を投 じて27.3haの 区画整理等を行 うものである。

事業が開始されるのに伴い、山形県置賜総合支庁産業経済部農村整備課(以 下、農村整備課

と略す)は 、山形県教育委員会 に事業区内の遺跡の存在確認 を依頼 した。これを受けて山形県

教育委員会は、平成16年12月27日 か ら28日 にかけて上野遺跡の事業計画地内の遺跡詳細分布調

査を実施し、中世および縄文時代に属する遺構 と遺物を確認 した。 こうして、「上野遺跡」は山

形県の遺跡に新規登録されることとなった。山形県教育委員会ではこの結果をもとに、農村整

備課 と協議を行い、財団法人山形県埋蔵文化財センターが、県農林部及び県教育委員会の委託

を受けて、平成17年 か ら発掘調査 を行 うこととなった。

平成17年 度は発掘調査に続 き、8月4日 か ら12月22日 までの工期で、8haの 整理工事お よび

用排水路 ・道路工事が実施された。18年 度以降は、残 り約19haの 区画整理や水路及び農道の整

備をはじめ、換地業務などを実施 し、平成20年 度に事業完了の予定である。

農地環境整備事
業(上 野地区)

平 成16年 度

新 規 登 録

2調 査の方法と経過

現地調査 は、平 成17年5月23日 か ら10月28日 ま で2度 の中断期 間をおいて、実働71日 間で実

施 した。調査面積 は、3,050㎡ で ある。調査 区 は、段 丘斜 面 になってい るため、中央 を南北 に通

る農道 と水 田の畦 畔部分 とを境 界 に して、農道東側 の南 か ら北 に向か って1区 ～3区 、 同西側

の南 か ら北 に向か って4～5区 と定 め る とと もに、農 道部分 を6区 と設定 した。 調査 区の グ

リ ッ ドは、国土座標 の平面直 角座標X系:X=-215115.000・Y=-59625.000を 原 点(AO)

と し、 東西軸、南北 軸 を基準 に10m方 眼 で設定 した。 グ リッ ド番号 は、 原点か ら北 と東 に向か

ってそれぞれ10m毎 に、 アル ファベ ッ トでA、B、C… 、 ア ラビア数字 で0、1、2… と順 に

番号 を振 り、 「A1」 の ように表記 した。 グ リッ ドの帰属 は、北西 隅の杭 を基準 に した。なお、

5m毎 の小 グリ ッ ドが必要 な際 には、例 えば 「A1」 グ リッ ドか ら南 に5m、 東 に5m離 れ て

い る小 グ リッ ドを現 すの に 「A1-S5E5」 とい う表記 を用 いた。

次 に、調査の経 過 につ いて述 べ る。5月23日 に事務 所 を開設 し、機i材の搬入 を行い、翌 日24

日 に鍬 入式 を開催 した。5月24日 か ら6月8日 にかけて重機iを用い て表 土 を除去 した後、鋤簾

等 の道 具 による面 整理 を行 い、遺構 の検 出 を行 った。6月9日 か ら遺構 の精査 を開始 し、並 行

して写真撮 影及 び記 録作業 を行 った。 その後、7月23日 に現 地調査説 明会 を開催 し、7月29日

平 成17年 度

現 地 調 査

鍬 入 式

現地調査説明会
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1調 査の経緯

調 査 中 断

調 査 再 開

平 成17年 度

整 理 作 業

に空中写真撮影を行った。1区 と2区 の問および2区 と3区 の問については、近隣住民の生活

用水 としても利用されている水路が通っているために水路の切 り回しが必要 となること、5区

東端の果樹地帯の一一部については、果樹の補償が解決 していないこと、そして農道部分 につい

ては、埋設 されている水道管の付け替え工事が必要であることなど、条件が整うまでしばらく

調査 を中断せ ざるを得ないこととなった。従って、 これらの調査区については、条件が整い次

第、調査を再開することとし、8月5日 に調査を一・旦終了 した。

8月29日 より調査を再開 した。水路部分の立会い調査を経て、翌日8月30日 より本格的に調

査に着手 した。1区 と2区 の間、2区 と3区 の間を新たにそれぞれ2区 拡張区、3区 拡張区と

定める。この調査は、8月29・30日 にかけて重機による表土除去 を行った後、遺構の検出およ

び精査を行い、9月1日 にこの地区の調査を終了 した。

10月11日 か ら最後 に残った地区の調査 を開始 した。5区 東端の果樹地帯の一部を5区 拡張

区、農道部分 を南北に分け、6区 北 ・南を設定 した。10月11日 で重機による表土の除去 を完了

し、10月12日 から10月28日 までの間で面整理・遺構精査 ・写真撮影 ・記録作業 を実施 した。10月

28日 に機材の撤収 を済ませ、調査の全行程を終 える。当初の調査区に含まれていた、3区 より

北側の農道及びブ ドウ畑の一部は、次年度の調査に引き継がれる予定になった。

次に、整理作業の経過について述べる。9月1日 より開始 し、発掘調査 と並行 しながら作業

を進めた。9月1日 から9日 にかけて、遺物の洗浄 と注記を実施 した。9月12日 か ら、14日 に

第1図 調査区概要図
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II遺 跡の立地と環境

かけて、遺物の接合 と、合口甕棺 を中心 とした復元作業を行なった。9月15日 か ら、実測作業

を開始 した。現場作業中に出土 した遺物については、随時センターに運び、整理を進めた。実

測作業は、中近世の柱材や礎板などの木製品が多 く、 これ らを重点的に進めた。12月12日 にほ

ぼ実測作業 を終了 し、12月13日 より2月7日 にかけて、遺構 ・遺物の トレース作業を進める。随

時、遺物の写真撮影を行った。その他、柱材、礎板などの木製品4点 について、保存 と活用を

遺物保存処理 図るため、吉田生物研究所へ遺物保存処理業務 を委託 した。1月25日 より報告書の版組 を開

始、2月28日 でほぼ終了した。その後、遺物の収納や記録類等の整理を行い、3月17日 に作業

を終了 した。

皿 遺跡の立地と環境

1地 理 的 環 境

遺跡の所在する南陽市は山形県の南東部に位置 し、北端の白鷹山(標 高994m)か ら南端は吉

野川・屋代川合流地点の大橋 まで、東端は小岩沢、南西部は最上川 に限られた範囲で、東南15

置賜盆地北東部km・ 南北24kmの 三角状の市域をなす。置賜盆地の北東部を占め、北は山形市および山辺町、北

東は上山市、南東は高畠町、南西は川西町、西は長井市、北西 は白鷹町に接する。面積は約160

平方kmで 、この うち北部の山地が70%を 占める。南部に広がる段丘部 ・平野部の割合はそれぞ

吉 野 川 れ6%・24%で ある。三角形の頂点(北 端)が 白鷹山で、ここから発する吉野川が市域中央を

番号 遺跡名 種 別 時 代 番号 遺跡名 種 別 時 代

1上 野 集落跡 縄文 ・平安 ・中近世 36間 々の上 散布地 奈良
2蒲 生田古墳群 古墳群 古墳(終末期) 37古 屋敷 散布地 平安

3山 居 沢山B 散布地 平安 38六 角壇 散布地 平安
4山 居沢山A 散布地 平安 39梅 ノ木 散布地 奈良 ・平安

5狸 沢山古墳群 古墳群 古墳(終末期) 40檜 原 散布地 縄文
6上 野山古墳群 散布地・古墳群 弥生 ・古墳(終 末期) 41大 清水 散布地 縄文 ・平安

7二 色根館 城 中世 42宮 内小学校敷地内 集落跡 縄文(中 期)・平安

8中 野山館 館 中世 43別 所A 散布地 平安
9二 色根古墳群 古墳群 古墳(終末期) 44別 所B 散布地 縄文
10横 沢 散布地 縄 文 ・奈 良 45宮 内南館 館 戦国期
11夷 平 散布地 縄文(晩 期)・中世 46宮 内熊野大社敷地内 散布地 縄文(中 ・後期)・平安

12北 町 散布地 縄 文(前 期) 47久 保 集落跡 縄文(中 期)

13稲 荷 前 散布地 縄文(前期) 48慶 海 山館 館 中世
14上 ノ山 散布地 縄文 49双 松公 園内 散布地 縄文
15烏 帽子 山経塚 経塚 平安 50宮 沢城 館 ・館 城 戦国期
16烏 帽子 山古墳 古墳 古墳(終末期) 51北 館 館 室町

17上 野山館 城砦・砦 中世 52丸 山館 館 中世
18諏 訪前 散布地・集 落跡 縄文 ・古墳 ・平安 53椚 塚館 館 平安
19観 音 堂 散布地 縄 文 ・平安 54李 の木 包蔵地 縄文 ・平安

20蒲 生 田館 館 中世 55太 子堂 散布地 平安
21富 貴 田 集落跡 縄 文 ・奈 良 56長 岡館 館 中世
22当 時作 散布地 縄文 ・奈 良・平安 57長 岡山東 散布地 縄文 ・平安

23若 狭郷屋 敷 館 中世 58長 岡山 集落跡 旧～ 中石器 ・縄文(中 期)・古墳

24唐 越 散布地・集 落跡 縄 文(中 期)・奈良 ・平 安 59稲 荷森古墳 散布地 ・古墳 旧石器 ・縄文(中 期)・古墳(前 期)

25西 田 散布地 平安 60早 稲 田 散布地 奈良
26荻 生 田 集落跡・散布 地 弥生 ・奈 良 61長 岡西 田 散布地 縄文(中 期)

27中 落合館 館 中世 62長 岡南森 散布地 縄文(中 期)・古墳(前 ・中期)

28中 落合 集落跡 奈良 ・平安 63内 城館 館 中世
29中 屋敷 散布地 奈良 ・平安 64中 ノ 目下 散布地 奈良 ・平安

30東 六 角 集落跡 縄 文(中 期)・平安 65百 刈 田 集落跡 縄文(中 期)・古墳

31矢 野 目館953他 館跡 平安 ・中世 66前 小屋 散布地 縄文
32沢 田 集落跡 弥生 ・古墳(中 期)・奈 良・平安 67西 中上 散布地 平安
33島 貫 集落跡 古墳 ～奈良 ・奈良 ・平 安 68将 監屋敷 散布地 奈良 ・平安

34郡 山中堀 散布地 奈良 ・平安 69蒲 生 田字南館 館ノ内 散布地 縄文 ・奈良 ・平 安

35沢 口 集落跡 奈良 ・平安 70平 館 館 中世
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II遺 跡の立地と環境

吉野川左岸 に
広がる内原段丘

果 樹 栽 培 地

南北に貫流 し、南端部 を北西に流れる最上川(松 川)に 合流 している。西部の織機川 も同 じく

南流 して最上川に注 ぐ。北部丘陵地帯では、吉野川に沿って集落が点在 し、標高は最北の小滝

集落で430m、 最低 は最上川に沿った南端の関根地区で209mと なっている。北部が山地で南に

沃野が開けるこの地は、日照条件等に恵まれ気候 も温暖なため、米 ・野菜 ・果樹などの栽培に

適 している。耕地面積が3,790ha、 耕地率は24%で ある。気候は内陸性 を呈 し、年平均気温は

10～11℃ 前後であるが、夏冬の温度差は大きい。

北部の白鷹山地地域の表層地質については、安山岩質火山凝灰岩 ・火山礫凝灰岩および凝灰

質泥岩か ら構成されている。山地 と低湿地の間に位置する吉野川沿岸段丘 ・内原段丘部につい

ては、礫 ・砂 ・泥、南部の低湿地帯である宮内扇状地には、広 く砂 ・泥の層が広がっている。

上野遺跡は、南陽市南部のやや東寄 りに位置し、鷹戸屋山地・大平山地間の谷間を南に向かっ

て流れる吉野川左岸に広がる内原段丘に立地する。標高は、235～237mを 測 り、地形は北東か

ら南西にかけて傾斜する。本遺跡周辺の吉野川沿岸段丘 ・内原段丘 ・宮内扇状地等は、山地 と

河川の接点が多いため、太古 より狩猟採集等に適 していた地域であると考えられる。現在、遺

跡周辺は恵 まれた自然環境を利用 して水稲栽培のほか、ぶどう ・ラフランス ・柿等の果樹栽培

地 として利用 されている。

2歴 史 的 環 境

上野遺跡近辺に
古墳群が集中

置 賜 郷

北 条 荘

南陽市では、旧石器時代の遺物 については、1個 の細石刀が長岡山遺跡から採取 されている

に過 ぎないが、縄文時代の遺跡 と古墳時代の遺跡 は米沢盆地北東縁に集中的に発見 されてい

る。吉野川の下流東部一帯は、泥炭層が広がる低湿地で大谷地 と呼ばれ、 これを囲むように遺

跡が分布 している。南陽市域ではすでに消滅した ものも含めて10箇 所の古墳 ・古墳群が発見さ

れている。5世 紀のものとされる全長96mに 及ぶ前方後円墳の稲荷森古墳(国 史跡)を はじめ、

5世 紀末のものと推定 され置賜地方では唯一の竪穴式石室を持つ赤石山古墳などがある。他の

8箇 所は古墳群で、 うち7箇 所が上野遺跡近辺(赤 湯市街地の北方丘陵)に 集中 している。い

ずれも山腹 ・山麓の自然斜面を利用 した同一形式の古墳で、形状および二色根2号 墳から出土

した和銅新銭から、8世 紀のもの と推定 されている。蒲生 田古墳群 と狸沢古墳群・上野山古墳

群からは蕨手刀3振 が出土 した。 こうした古墳文化の盛行は、古代 における当市域が置賜郡の

政治 ・文化の中心地であったことを物語ってお り、特に終末期古墳群の集中的分布は奈良時代

集落遺跡 との関連性をうかがわせ る。

律令制下の南陽市域は、「和名抄」に見える置賜郡7郷 のうち置賜郷に属 していたとする説が

有力である。置賜郷は置賜郡の中心をなした地域 と考えられ、南陽市域に郡山の地名が残 るこ

とから、この地を置賜郡衙跡に比定するのが通例 となっている。また、先に述べた北部の山麓

における8世 紀頃のもの とみ られる墳墓の集中的分布 も、古代郡衙の存在の証明 と考えられ

る。一一方、古社寺の創建伝承を見 ると、二色根薬師寺 ・宮内熊野神社 ・別所皇太神社 ・三堀寺

など、赤湯 ・宮内方面の古社寺がいずれも9世 紀の創建 と伝えられている。社寺に付加するか

のごとく経塚や須恵器窯跡なども発見されている。

中世の置賜郡には、屋代荘・成島荘 ・北条荘などの荘園があったことが知 られる。南陽市域の

大半は北条荘 に属 したが、屋代荘 など近隣の荘園 ・公領 に含まれる地域 もあった。北条荘 は、

6
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北条時政の庶子、北条相模坊臨空がこの地の霞を支配 したことに始まると伝えられるが、詳細

は不明である。大江広元の次男時広に始 まる長井氏が、北条荘の地頭であったと推測される。

長井氏は、代々将軍の要職に連なり、荘の経営はその被官の手に委ねられた らしい。鎌倉御家

人の当地支配は鎌倉文化の地方流入を促 し、室町期 にかけて板碑 を中心 とする石造文化が開花

した。南陽市域にも、県内最古の板碑である正元元年(1259)銘 の大 日板碑をはじめとする数

多 くの板碑 ・磨崖碑 ・六面瞳などが残 されている。

伊達氏が長井氏を攻めて置賜郡内を領有するのは、康暦2年(1380)で あるが、北条荘には

それ以前から伊達氏の息がかかっていたことが宮内熊野神社伝承記録等から読み取れる。伊達

氏の置賜経営は、植宗の とき(16世 紀)に なってほぼ形を整えた。北条荘内には、荘内に28郷

を領 していたといわれる懸田氏 をはじめ、宮内郷 を知行 した大津氏、中山郷を知行した小国氏

などの有力豪族がいたことが知られる。地頭 と呼ばれる家臣は、村落の居屋敷に館 を構え、在

家 ・浮免の様態で所領を支配 した。在家 とは、家 と田畑 と百姓権の三つを揃えた百姓で、浮免

は請作者不定の土地である。「采地下賜録」には北条荘 におけるこうした在家の存在が証明 され

ている。また、上野遺跡近辺(赤 湯市街地の北方丘陵)に 構えられた二色根館は、阿波野(粟

野)氏 の居城で、同氏は文明3年(1471)に 伊達氏 と確執の末に没落 したと伝えられている。

置賜地域には、天正19年(1591)伊 達氏にかわって蒲生氏が入部 し、文禄3年(1594)に 検

地を実施したが、慶長3年(1598)に は上杉氏の支配するところとなり、南陽市域は以降米沢

藩領 として幕末期を迎えることとなる。

長 井 氏

伊 達 氏

地
在

頭
家

二 色 根 館

氏

氏

生

杉

蒲

上

皿 遺跡 の概 要

1遺 跡 の 層 序

遺跡の層序は、第4図 に1区 ・4区 ・5区 の土層断面図を示 した。これを基 に内容を述べる。

1区 の層序では、1～V層 を設定 した。遺跡内で最 も標高が低い地区である。1・H層 は、黒

褐色、灰黄褐色 シル トを主体とし、水田の耕作土上層にあたる。皿層は、耕作土の深土であ り、

地山層 との漸移層的な様相を示す。円礫 をまばらに含 む。IV層 は、褐灰色シル トを主体 とし、

基盤由来と考えられる浅黄榿色礫 を含む。開田の整地の際の影響を受けていると思われる。V

層は、黄褐色シル ト層を主体 とする地山である。下は礫層 となる。なお、地点によってV層 は

バ リエーションがあ り、砂層や礫層となる所 もある。中近世の遺構 は、IV層上面で検出される。

遺構検出面までの深 さは、20～45cmで ある。

4区 は、西側にSG220河 川跡が入 り、他の区と堆積状況を異にする。4区 西壁 ・SG220の

層序であるが、1～ 皿層を設定した。1・H層 は、水田耕作土の上層になる。皿層は、黒褐色

シル トを主体とし、耕作土の下層にあたる。IV・Vは 、黒色 シル トを主体 とし、旧表土 と考え

られる。地山由来の白色礫を含む。W層 は、黒褐色 シル トでSG220の 覆土に相当する。冊は、

黒褐色砂質シル ト、皿は灰黄褐色砂質 シル トで、中近世の遺構が検出される地山に相当する。

SG220は 、 この層を切っている。

1区 の 層 序

4区 の 層 序
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1皿 遺跡の概要

第4図 基本層序
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皿 遺跡の概要

5区 は、調査 区内で最 も標 高が高 い地点で ある。 層序 は、1区 と類似 した状態 を呈す る。15区 の 層 序

a・Ib層 は、灰 黄褐 色 シル トの表土 で、田地 の耕作 土上層 に なる。IIaは 、 黒褐 色砂質 シル

ト、llb層 は褐灰色 シル トで、耕 作土 の深土 にあた る。 皿aは 、黒色 シル ト、 皿bは 黒褐色砂

混 じりシル トで、層 内 に基盤 由来 と思 われ る破砕礫 を少量含 む。 この層 も、 開田の際 に人為 的

に盛 られた層で ある可能性が 高い。IVa、b、c層 は、 もともとの地 山 と考 え られ る。上層 の

IVaは 、 黄褐色砂 質 シル ト、 下層のIVb・c層 は、礫 層 である。5区 の中近世 の遺構iは、IV層

上 面 で検 出 され る。

2遺 構 と遺物の分布

当遺跡 には、縄文時代中期と推測 される遺構、平安時代の遺構、中近世の遺構が検出された。

第5図 及び付図に調査区の全体図を示 した。各時期の遺構は、同一の検出面で確認されてい

る。調査区内は、開田の際に上面を削平 されている。縄文時代の遺構iは、土坑が6基 検出され

た(第5図 の濃いアミの部分)。1区 ・6区南にやや分布がまとまっているように見受けられる

が、散在 した分布状況を示す。

平安時代の遺構は、4区 北西部に、SM218・SK244の2基 の遺構が検 出された。遺物はき

わめて少な く、断定はで きないが、3区 や5区 など、遺跡内でも標高が高い地点に分布が認め

られると考えられる。

中世 ・近世の遺構は、当遺跡で主体 となるものである。他の時期 と比較すると、標高が低い

地点を主体としている。掘立柱建物跡が22棟 、溝跡、土坑などが検出された。掘立柱建物跡の

分布状況には、4ヶ 所のまとまりが認められる。1区 と6区 南は、SB20、SB50を 中心 とし

た、他の地点と比較 して規模の大きい掘立柱建物跡が検出され、柱穴内には礎板が検出される。

礎板が検出される地点はこの地区だけである。遺跡内で最 も主体 となる地点であると思われ

る。次いで、2区 中央か ら4区 南側は、2番 目の規模である。2区 では、建物跡は、SD9な

どの溝跡 に沿って繰 り返 し建て替えが行なわれている。4区 北側では、SB241,SB246な ど

の2棟 の建物跡が検出された。4ヶ 所 目は、5区 北西の地点である。2棟 の建物跡が検出され

た。北側の調査区外 にさらに分布が拡大すると思われる。
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IV縄 文時代の遺構と遺物

1V縄 文時代の遺構 と遺物

土 坑

1縄 文時代の遺構

縄文時代の遺構 は、土坑が6基 検出された。住居跡、遺物包含層は確認 されていない。遺構

の分布であるが(第5図 参照)、1区 では、北半のDG～2・3グ リッドに、SK1・56・299

が分布する。4区 では、南側にSK205が 分布する。3区 では、SK104・105が 分布する。当期

の遺構 は、中近世の柱穴等の遺構 と比較 して、遺構の輪郭が明瞭ではなく、覆土は黒褐色シル

トが主体で固 くしまっている。遺物が伴わない遺構で も、覆土が類似するものは当期に含め

た。検出された6基 の土坑について述べる。

SK1(第6図)C2グ リッドに位置する。平面形は不整楕 円形で、大 きさは195×110cm、

深 さは23cmで ある。底面に起伏がある。覆土は、黒褐色 シル トが主体で、 自然堆積 と推定され

る。重複関係であるが、東側の3ヶ 所を、中近世の柱穴が切っている。主な遺物では、第7図

7の 削器、10の掻器、12の縦長の剥片が出土 している。他の土坑と比較 して石器の出土が多い。

廃棄土坑的な性格が うかがわれる。

SK56(第6図)C1グ リッ ドに位置する。平面形は長方形状で、大きさは長軸224cm× 短

軸86cm、 深 さは32cmで ある。覆土は黒褐色シル トが主体で、上層に礫が多い。自然堆積 と考え

られる。2ヶ 所 を中近世の柱穴に切 られる。出土遺物は、第7図13の 剥片が出土 した。

SK104(第6図)H5グ リッドに位置する。平面形 は楕円形で、大 きさは96×82cm、 深さ

は14cmで ある。底面は平坦である。覆土は、黒褐色シル トが主体で、F1は 、強 く熱 を受けた

痕跡が認められ、炉跡の可能性がある。出土遺物は、第7図3の 土器片が出土 したが、表面が

剥落 しており、時期は特定で きない。他の縄文土器は熱を受けたと思われ、器面の剥落が見 ら

れる。炉跡の可能性 も考えられる。

SK105(第6図)H5グ リッドに位置する。上部 を削平されている。平面形は楕円形で、

大 きさは72×60cm、 深 さは4cmで ある。底面は平坦である。覆土は、黒褐色 シル トが主体で、

自然堆積 と考えられる。出土遺物 は、第7図4の 土器片及び同一一個体の破片が出土 している

が、器面の剥落が著 しく、時期は不明である。

SK205(第6図)G2グ リッドに位置する。平面形は不整楕円形で、大 きさは193×100cm、

深 さは10cmで ある。開田時に、かなり削平 された と考えられる。底面は、凹凸が 目立つ。覆土

は黒褐色シル トが主で、円礫が入 り、自然堆積 と考えられる。遺物は、図化 していないが、摩

滅 した縄文土器片が出土している。

SK299(第6図)D1グ リッ ドに位置する。平面形は楕円形で、大 きさは235×76cm、 深さ

は39cmで ある。覆土は、黒色～黒褐色シル トが主体で、自然堆積 と考えられる。中央 を現代の

撹乱に切 られる。遺物は出土 していない。
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lV縄 文時代の遺構と遺物

2縄 文時代の遺物

縄文時代の遺物は、縄文土器が99片 、石器 ・石製品が17点 出土 している。縄文土器5点(第

7図1～5)、 石器10点 、石製品1点(第7図6～13、 第8図14～16)を 図示 した。時期が判別

で きる遺物か ら考えると、中期中葉から後半にかけての時期が中心 と考 えられる。

(1)縄 文 十 器

1は 、深鉢の口縁部破片で、内弩する器形である。全体に器面が摩滅 してお り、文様がはっ

きりしない部分があるが、口縁上端に連続 して角押文を施 し、S字 状を呈すると思われる隆帯

を貼 り付ける。口縁下には、無調整の粘土紐貼 り付けが認められる。上記の特徴から、大木8

a式 土器 に位置づけられる。2は 、RL縄 文が施 される深鉢で、口縁部が大 きく外反する器形

である。器形か ら中期後半に位置づけられると考えられる。3・4は 、深鉢体部破片 と思われ、

元は縄文が施文されていたと思われるが、摩滅 してお り、時期は不明である。5は 、小形の深

鉢の体部下半部の破片である。外面 に荒いケズ リ状 の調整が施 されるが、縄文は認められな

い。中期の可能性 も否定で きないが、時期 は不明である。なお、出土地点、法量、胎土 ・焼成

等の詳細 については、表1に 記載 した。

(2)石 器 ・石 製 品

6は 、石錐である。基部を一一部破損するが、ほぼ完形で、両面を丁寧 に調整 している。7は

削器 と考え られるが、先端部のみ残存 してお り大部分を欠 く。右側縁に片面加工が認め られ

る。8は 掻器と思われ、基部は残存するが、大部分 を欠 く。両側縁に片面加工が認め られる。

9は 、掻器と考えられる。完形である。厚手の剥片を用い、先端部 と右側縁に加工が入る。10

は、掻器である。厚手の剥片 を用い、先端部 と右側縁 に加工が入る。完形である。11は 削器 と

考えられる。基部側の半分を欠損する。左側縁に片面加工が入る。

12は 、二次加工が施される剥片である。縦長の石刃状をなす。左側縁の背面側 と、右側縁の

腹面側に細かな二次加工が認められる。13は 剥片である。背面に自然面 を残す。節理が入 り、

石材は良質ではない。14は 剥片である。

15は石棒で、先端部分が残存 し、大部分は欠損する。頂部は研磨され、環状 に沈線がめ ぐる。

側面は、大まかな成形後に縦方向に研磨 し、形を整 えている。形態か ら、縄文時代中期に属す

るものと思われる。

16は敲石である。球状の 自然礫 に、あまり明瞭ではないが加撃による窪みが認められる。

石材であるが、6・7・9～12・14は 頁岩、8は 石英安山岩、13は 玉髄、15・16は 凝灰岩製で

ある。なお、出土地点、法量等の詳細については、表2に 記載した。

大木8a式 土器
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IV縄 文時代の遺構と遺物

SKl

110YR3/3

210YR2/3

310YR2/3

410YR2/2

510YR5/3

SK56

110YR2/2

210YR2/2

SK104

110YR3/2

210YR3/3

310YR3/2

SK105

110YR2/3

SK205

110YR2/3

SK299

110YR2/1

210YR3/1

310YR3/1

410YR4/3

510YR3/3

610YR6/3

710YR2/1

暗褐色粘質 シル ト しま り強い、粘性やや 強い、酸化 鉄 を含む。

黒褐色粘質 シル ト しまり強い、粘性やや 強い、径5～20mm程 の礫 を少景 、酸化鉄 を含 む。

黒褐色 シル ト しま りやや強い、径5～20mm程 の礫 を含む。

黒褐色 シル ト しま りやや強い、径5～20mm程 の礫 を多 く含む。

にぶい黄褐色砂 しま り弱い。

黒褐色 シル ト しま り強い、径30～50mm程 の円礫 ・風 化礫 ・酸化鉄 を含 む。

黒褐色 シル ト しま り強い、径5mm程 の風化礫 を微 量、酸化鉄 を含 む。

黒褐色 シル ト

暗褐色 シル ト

黒褐色 シル ト

しま り強い、部分的 に強 く熱 を受ける、黄褐色風化礫 を多 く、炭化物 ・焼土 ブロ ックを含む。

しま り強い、粘性中程度、黄褐色風化 礫 を多 く含 む。

しま り強い、粘性やや弱 い、黄褐 色風化礫 を多 く含 む。

黒褐色 シル ト しま り強い、黄褐色風化礫 ・炭化物 を微量ずつ含 む。

黒褐色 シル ト しま り強い、径50～150mm程 の円礫 を微量、酸化 鉄 ・炭化物 を含 む。

黒色 シル ト しま り強い、粘性やや弱い、酸化鉄 ・にぶい黄榿色岩粒 を少 量ずつ含む。

黒褐色 シル ト しま り強い、黄褐色風化礫 を少景 含む。

黒褐色 シル ト しま り強い、粘性やや弱い 、礫 を含む。

にぶい黄褐色砂 しま りやや弱い、黒色 シル トブロ ックを含むD

暗褐色砂質 シル ト しま り強い、粘性弱 い、黄褐 色風 化礫 を含 む。

にぶい黄榿色砂 質シル ト しまり強い、粘性弱 い、灰 白色風化礫 を少量 含む。

黒色 シル ト しま り強い、灰 自色風化礫 を少量 含む。

第6図 縄文時代の遺構
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IV縄 文時代の遺構と遺物

表1縄 文土器観察表

番 図 写 器種
号 版 真 部位 時期 ・型式

遺構 ・層位 器厚
地 区
グ リッ ド(mm)

文様
縄文 調整

原体 外面 内面

胎土質

焼成
備考

1728深 鉢 口縁部 大木8a4区 8S字 状 文(隆 帯)不 明 不明 不 明 粗砂 混、良好

2728深 鉢 口縁～体部 中期後葉4区TT2 6縄 文 RL ナデ 砂粒 混、良好 破片3片

3728深 鉢 体部 不明 3区SK104 8 不明 ナデ 砂粒 混、良好

4728深 鉢 体部 不明 3区SK105 7
砂粒 混 ・雲母 ・石英 、不明 不明 不 明
良好

5728深 鉢 体部 不明 5区TT9 5 不明 ナデ 砂粒 混、やや不良

表2石 器 ・石製品観察表

番 図 写 器種 地区
号 版 真

遺構 ・層位

グリッ ド
石材

長さ

計測値(㎜)

幅 厚さ 最大径 重量
破損状況 加工状況

6727石 錐 XO 頁岩 〔29〕12 5 2.7基 部 を破損 両面を二次加工

7727削 器1区SK1 頁岩 〔25〕 〔18〕 5 2.7先 端部 のみ残存 片面 を二次加工

8727掻 器4区 表 土 石英安 山岩 〔31〕32 8 7.6基 部のみ残存 片面 を二次加工

9727削 器6区 南 撹乱 頁岩 62 60 20 78.0完 形
両側縁の片面、先端の両面を
二次加工

10727掻 器1区SK1 頁岩 34.5 44 13 23.2完 形 両面を二次加工

11727削 器6区 南SP308 頁岩 〔42〕32 7 11.6先 端部残存 左側縁を二次加工

12727剥 片4区SK1 頁岩 142 42 11 55.7完 形 左側縁の片面を二次加工

13727剥 片1区SK56 玉髄 36.536.5 9 11.9完 形

14827剥 片1区 表 土 頁岩 28 264.4 3.6完 形

15828石 棒3区SX117 凝灰岩 101 82 7475667.4先 端 部 残 存 頂部を円環状に整形

16828敲 石2区SP72 凝灰岩 91 87 88 552.4完 形 敲打痕

※ 〔 〕内の数値 は、残 存長 を表わす。 出土地 点不明の もの につい ては、XOと 表記 した。
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V 平安時代の遺構と遺物

平安時代の遺構は、4区SM218、SK244の2基 が検出された。住居跡等の遺構は確認 され

ていない。SM218は 、2個 体の土師器甕を横位 に埋設 してお り、合口甕棺の可能性が考えられ

る。

SM218(第9図)J2グ リッ トに位置する。平面形は不整楕円で、大きさは67×50cm、 深 土器埋設遺構
(合 ロ甕棺)

さは9cmで ある。2個 体の土師器甕が口縁 を向かい合わせにして横位に埋設されていた。上部

を削平 されてお り、土師器の遺存状況は1/3程 度である。土器内には、上部の破片が落ち込ん

でいた。重複関係であるが、SK244を 切る。遺構検出時、SK244と の境界が非常 に判別 しに

くい状況であった。土器内の土壌 は、灰黄褐色砂質シル トが主体で、小 さい白色礫 をやや多 く

含むのが特徴的である。土器内に、他の遺物は認められなかった。掘 り方覆土は、土器内の土

壌 と類似する。土器直下に膜状に炭化物が認め られた。覆土3以 下は、SK244の 覆土に相当

すると思われる。出土遺物は、第9図17・18の 土師器甕である。共に底部を欠 くが、遺構i上部

を削平 された際に破壊 されて失われたと思われる。外面の体部下半には炭化物の付着があり、

煮沸等に使用 された痕跡が認め られる。17は 長胴の甕で、口縁部が くの字状 に大 きく外反す

る。口縁部にはロクロナデが施される。体部外面には、全面にハケメが施される。大部上半 に

は、 目の粗いハケメが、大部下半には、細かいハケメが施される。内面は、横方向にハケメと

ヘラナデが施される。18も 長胴の甕で、口縁部は受口状 となる。ロクロ調整が主体であるが、

大部下半にケズリが施される。17に 類似する形態の土師器甕は、高畠町南原遺跡ST24(伊 藤

1994)、 中山町達磨寺遺跡(佐 藤 ・渋谷1986)か ら出土 している。達磨寺遺跡ST86出 土土器

は、8世 紀第4四 半期か ら9世 紀第1四 半期に位置づけられてお り(阿 部・水戸1999)、 この時

期に相当すると推定される。

SK244(第9図)J1・J2グ リッ トに位置する。平面形は不整楕円形で、大 きさは312×

150cm、 深さは41cmで ある。底面は、西側は平坦であるが、東側が落ち込む。覆土 は、黒褐色 シ

ル トが主体で、地山由来と思われる白色礫を含み、自然堆積 と思われる。重複関係は、SM218

に切 られる。遺物の出土はない。

遺構i外の出土遺物 について述べる。土師器1点 、須恵器1点 を図示 した。第9図19は 、土師

器鍋の口縁部破片である。3区H5グ リッド、SD101と102間 か ら出土 した。器面は剥落 して

いる部分があるが、内外面にロクロナデ調整が施 され、内面には輪積痕が残る。年代は、9世

紀代 と考えられる。20は 、須恵器杯の底部付近の体部破片 と思われる。5区 北端の表土出土で

ある。焼成は良好であるが、胎土に粗砂や小礫を含み、粗雑な印象を受ける。

伊藤邦弘

佐藤正俊 ・渋谷孝雄

阿部明彦 ・水戸弘美
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VI中 世 ・近世の遺構と遺物

表3須 恵器 ・土師器観察表

番
号
図 写
版 真

種類 ・器種 地区
遺構 ・層位 計測値(㎜)

調整 ・その他
グリッ ド ロ径 器高 器厚

胎土 ・焼成

17 928 土 師器 ・甕 4区 SM218(260)〔285〕5(内 外)ロ ク ロ(口 縁 部)、 ハ ケ メ(体 部) 粗砂混 ・良好

18 928 土 師器 ・甕 4区 (外)ロ クロ→ ケズリ ・(内)ロ クロ 体 部下半SM218(220)〔300〕6.5 に炭化物付着 粗砂混 ・やや不 良

19 928 土 師器 ・鍋 3区 H58(内 外)ロ クロSD101とSD102間 か ら出土 砂粒混 ・良好

20 928 須恵 器 ・杯 5区 表土7(内 外)ロ クロ 礫 ・砂粒混 ・良好

※( ) 内の数値は推定復元値、 〔 〕内の数値 は、残存長 を表 わす

中世 ・近世の遺構 と遺物

1概 要

中世 ・近世の遺構は、掘立柱建物跡、土坑、溝跡、性格不明遺構が検出された。掘立柱建物

跡は、合計22棟 検出された。遺跡の概要で前述 したように、掘立柱建物跡の分布地点には、

4ヶ 所のまとまりがあることが確認された(遺 構配置図については、第5図 参照)。 内訳である

が、1区 と6区 南の建物群には8棟(SB20a・20b・42・50・80・272・327・328)が 検出さ 建 物 群

れた(第10図)。 この建物のまとまりを、仮称A建 物群 としてお く。この中で、SB20a・20

b・50・328の4棟 は、柱穴底面に礎板を据えて柱を立てた礎板建物跡である。礎板建物跡は、

この建物群だけに確認される。2区 ・4区 南側 ・6区 北の建物群では10棟(SB61・62・66・

119・78・79・99・100・207・247)が 検出された(第11図)。 これ らをB建 物群 とする。この建

物群は、2区 のSD9の 内側や近辺などの同 じ地点に、繰 り返し建て替 えられている。1区 の

建物群 と比較 して、建物や柱穴の規模が小形である。4区 北側 には2棟(SB241・246)が 検

出された(第12図)。C建 物群 とする。一時的な建物跡 と考えられる。5区 北西に2棟(SB

226・245)が 検出された(第12図)。D建 物群 とする。調査区外に建物群が広がると考えられる。

これらの建物群の年代であるが、建物を構成 する柱穴内から時期決定が可能な遺物の出土がほ

とんどな く、他の溝跡などの遺構 内からは、産地不明の中世 と考えられる姿器系陶器が出土 し

ている。逆に、遺構 内か らは近世陶磁器の出土 は認め られない。この建物群や付随する溝跡

は、中世に属するものが大半である可能性がある。 なお、建物群の年代及び変遷についての考

察は、皿章で述べる。

2掘 立柱建物跡

A建 物 群

SB20a(第13・14図 青)1区A1・BO・B1・C1グ リ ッ ドに位 置す る。構i造 は、 身

舎 の桁行6間 、梁行2間 で、北 側か ら2問 目に間仕切 りの柱 があ る。 また、北西 隅1間 分 を欠

く庇が 西側1面 に付 く。規模 は、桁行13.62m(45尺)、 梁行6.21m(20.5尺)を 測 る(1尺 二

〇.303mと して換 算)。 柱心心 問の距離 は、桁で4.2・5・8・8.5尺 が 確 認 されるが、8尺 が主

で あ る。梁 は北 側 で西 か ら8.5尺 一7.5尺 、 身舎 と庇 の距 離 は4.5尺 で あ る。主 軸 方 向 はN一
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VI中 世 ・近世の遺構と遺物

礎

柱

板

材

根 固 め

23.Oo-Eで あ る。 身舎の柱 穴 は直径約50～100cm、 庇 お よび間仕切 りの柱 穴 は直径約20～70

cmで 、 円形 ・楕 円形 であ る。柱 穴g・i・j・1・u・vの 底面 に は礎板 が認め られた(但 し

柱 穴iの 礎 盤 は、腐食 が激 し く取 り上 げがで きなか った)。 柱 穴qの 底面 に は扁平 な自然 礫 を

据 えた、礎盤 が認 め られた。 また、柱 穴mに は、腐食 して芯 のみが残 った柱材 が 出土 した。検

出 され た柱痕 は円形 で、直径 は、 身舎 で約20～25cm、 庇 で直径約15cmで あ る。柱穴掘 り方覆土

は黒色 シル トが主 で、底 部 には白色風化礫 を含む灰黄褐 色砂が堆積 す る。重 複 は、SD17・S

K90→SB20a→SB20bの 関係 があ る(旧 →新)。 また、新 旧 は不 明であ るが 、SB80と も重

複 す る。 出土 遺物 は木 製品 として、EB23か ら第44図66・67・68の 礎 板が 、EB25か ら第45図

69の 礎 板 、EB26か ら写真 図版44-103柱 材 、EB28か ら第48図78の 礎 板 、EB39か ら第46図

71・72の 礎 板、EB40か ら第46図73・74の 礎 板 が出土 した。

SB20b(第13・14図 赤)1区Bl・Clグ リ ッ ドに位 置す る。構 造 は、 身舎 の桁行4間 、

梁 行1問 であ る。規模 は桁 行9.69m(32尺)、 梁 行4.85m(16尺)を 測 る。柱心心 問の距離 は、

柱 痕が確認 で きない箇所 が多 いが、桁 では7.5・7.7尺 、 梁行 は、16尺 で ある。主軸方 向 はN-

22.0。-Eで あ る。柱 穴 は直径約34～100cmの 円 形 ・楕 円形 であ る。柱穴b・iの 底面 か ら礎板

が検 出 された。検 出された柱痕 は円形 で、 直径 は約16～25cmで あ る。掘 り方覆土 は、黒 色 ・黒

褐色 シル トで、白色風化礫 を含 む。重 複 は、SD17→SB20a→SB20bの 関係 があ る。 また、

新 旧 は不 明であ るが、SB80と 重 複 す る。 出土遺物 は、EB26か ら第45図70礎 板 、EB33か ら

礎板 が1個 体 出土 した。

SB42(第15図)1区B1・C1グ リ ッ ドに位置 す る。構造 は、建物 の柱 穴が5基 検 出さ

れただ けであ り、桁行4問 と推測 され るが、梁行 は不 明で ある。規模 は桁行8.48m(28尺)で

ある。桁 の柱 心心 間の距離 は7尺 で、主軸 方向 はN-23.Oo-Eで あ る。柱 穴 は直径25～50cm

の 円 形が主 であ る。 断面で検 出 された柱痕 の直径 は、柱 穴eで 約20cmで あ る。掘 り方 覆土 は黒

色 ・黒褐色 シル トで、 白色風化礫 を含 む。重 複 は、SD17→SB42の 関係 があ る。遺物 は出土

してい ない。

SB80(第15図)1区B1・C1グ リ ッ ドに位置 す る。西側 の柱列 は、削平の ため本来 の

形状 が失 なわれて いる。構1造 は、 身舎 の桁 行3問 、梁 行1問 である。規模 は桁 行7.21m(23.8

尺)、 梁 行4.85m(16尺)を 測 る。柱心心 間の距 離は、桁 で6.5・7.5・8・8.5・8.8尺 が確 認 さ

れる。梁 は、 両側 とも16尺 で ある。主軸方 向はN-22.OQ-Eで あ る。柱 穴は直径約40～55cm

の 円 形 ・楕 円形で ある。柱 穴覆土 は黒褐色砂 質 シル トで、 白色 岩粒 ・風化礫 等 を含 む。 この う

ち、柱穴d(EB96)は 、約5～20cmの 礫 を入れ て根 固め と してい る。柱 穴c(EB97)で は 、

礎 盤の用途 をなす と思 われ る、大 きさが25×12cm、15×12cmの 扁 平 な角礫 、根 固石 と考 えられ

る5～8cm大 の 礫 を入 れてい る。 平面 で確 認 され た柱痕 跡 は、 円形で直径約15～20cmで あ る。

重 複 は、SD17→SB80の 関 係 があ る。 また、新 旧は不 明 だが 、SB20a・SB20bと も重複

する。遺物 の出土 はない。

SB50(第16・17図)1区 ・6区 南CO・C1・DO・D1グ リ ッ ドに位 置す る。構i造

は、身舎 の桁 行5間 、 梁行が4間 であ る。北 東角 の柱 穴 を確認 で きなか ったため、北東 角の桁

行1問 分が 欠けた構造 となる。規模 は桁行9.85m(32.5尺)、 梁 行8.33m(27.5尺)を 測 る。柱

心 心間の距離 は、桁 で5.5・6・7・7.8尺 が 確認 され るが 、7尺 が主 であ る。梁 は、7・7.5・

20



VI中 世 ・近世の遺構 と遺物

21



VI中 世 ・近世の遺構 と遺物

23



VI中 世 ・近世の遺構 と遺物

25



VI中 世 ・近世の遺構と遺物

13.5尺 が確 認 されるが、7尺 が主で ある。主軸方 向 はN-23.Oo-Eで あ る。柱 穴は直径約40

～140cmの 円形 ・楕 円形 ・隅丸方形 を呈す る。柱 穴d・f・J・k・1・o・q・rの 底面 か ら

礎 板が 、 また柱穴q・1・mか らは柱材 が出土 した。柱材 は、柱 穴q・1は 角材 で、一・辺 が17

～17 .9cm、 柱 穴mは 丸太材 で直径23cmで あ る。掘 り方覆土 は黒色 シル トで、灰黄褐 色 ・にぶい

黄榿色砂 質 シル トブ ロックを含 む。重複 は、SD49・SD306・SP285・SP298→SB50→S

P281の 関係 が認め られる。 また、新 旧 は不 明であ るがSB328と も重複 す る。 出土遺物 は、E

B51か ら第47図75・76の 礎 板 、EB52か ら種別不 明の木製 品、EB53か ら第48図77の 礎 板、E

B284か ら第50図85・86、 第51図89の 礎 板、EB286か ら第43図65の 角 材 の柱 材 ・第51図88の 礎

板 、EB287か ら種別不 明の木製 品、EB289か ら第52図90の 礎 板、EB290か ら礎板、EB291

か ら第52図93の 礎 板 ・写真 図版44-102の 角 材 の柱材 、EB292か ら第43図64の 丸 太材 による柱 角 材 の 柱 材

材、EB307か ら器種 不明 の盗器系陶器破 片、産地不 明の近世 陶器破 片が 出土 した。 ただ し、E

B307は 、い くつ かの柱 穴が重 複 し、現代 の撹 乱で切 られ るた め、出土 した遺物 が この柱穴 に伴

うのか不 明で ある。

SB272(第18図)1区 ・6区 南D1・D2・E1・E2グ リ ッ ドに位 置す る。構i造 は、 身

舎 の桁 行5問 、梁 行1問 で、庇 が北側1面 に付 く。 規模 は、桁 行10.69m(35.3尺)、 梁行4.61

m(15.2尺)を 測 る。柱心心 間の距離 は、桁で6.5・7・7.5・7.8尺 が 確 認 されるが、6.5・7・

7.5尺 が 主 と思わ れる。梁行 は東側 で13尺 、身舎 と庇 との距離 は2.2尺 で あ る。主軸 方向 はN-

63.0。-Wで あ る。柱 穴 は直径 約26～60cmの 円形 であ る。柱痕 の直径 は16～25cmで あ る。掘 り

方覆土 は黒褐色 シル トで、灰 黄褐 色粗砂 ・風化礫 等 を含 む。柱穴n(EB110)底 面 には、根 固

用 と考 え られ る、 大 きさ7～17cmの 礫 が入 る。重複 は、SB272→SX114の 関係 があ る。遺物

の 出土 はない。

SB327(第19図)1区 ・6区 南D1・D2グ リ ッ ドに位置す る。構1造 は、 身舎 の桁行3間 、

梁行1問 であ る。規模 は、桁 行6.52m(21.5尺)、 梁行 は東側 で3.54m(11.7尺)、 西側 で3.85

m(12.7尺)を 測 る。柱心心 間の距離 は、桁で5・7.5・8・8.5・9尺 が確 認 され る。主軸 方

向 はN-64.Oo-Wで あ る。柱 穴 は直径 約30～50cmの 円形 ・楕 円形 であ る。柱痕 は円形 で、 直

径14～18cmで あ る。重複 は、SP297→SB327の 関係 が認 め られ る。遺物 の 出土 はない。

SB328(第19図)6区 南CO・C1・DO・D1グ リ ッ ドに位置す る。構造 は、身舎 の桁

行3問 、梁行2問 であ る。規模 は桁行6.36m(21尺)、 梁行4.85m(16尺)を 測 る。柱 心心 問の

距離 は、桁 で は6・7・8尺 が確 認 されるが、7尺 が主 である。梁 は北側 で7・9尺 、南側 で

16尺 であ る。主軸 方向 はN-27.Oo-Eで あ る。柱 穴 は直径36～80cm程 の 円形 ・不 正楕 円形 で

あ る。柱 痕の直径 は、柱穴iで 丸太材 の柱 材が残存 し、直径20cmで あ る。柱 穴hの 底面か らは

礎 板が検 出 され た。掘 り方覆 土 は黒色 ・黒褐 色 シル トが主で、炭 化物 ・褐灰色 シル ト等 を含む。

重複 は、SP300→SB328→SP302・SP304の 関係 が ある。 また、新 旧不明 であ るが、SB

50と 重 複 す る。 出土遺物 は、EB276か ら第51図87の 礎 板 、EB298か ら第42図62の 丸 太材 の柱

材、EB309か ら種別不 明の木製 品が出土 した。

B建 物 群

SB61(第20図)2区E3・E4・F3・F4グ リ ッ ドに位 置す る。構i造 は、 身舎の桁行3

間以上 、梁 行1間 で、庇 が南側 に1面 付 く。規模 は桁行6.66m(22尺)以 上、梁行が5.00m(16.5
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SB20EB22(A-A')

110YR2/1黒 色 シル ト しま り強 い、粘性やや強 い、粗砂 を含 む。

210YR3/1黒 褐 色砂 質 シル ト 粘性や や弱 い、円礫 ・粗砂 を含 む。

310YR5/2灰 黄 褐色砂 黒色 シル トブロ ックを少量含 む。

SB20EB23(A-A')

110YR3/1黒 褐 色砂 質 シル ト 粘性や や弱 い、黒色 シル トブ ロック・白色風化礫 を少量ず つ含 む。

2a10YR3/1黒 褐 色シル ト 粘性やや弱 い、白色風化礫 を少量、黒色 シル トブ ロックを含 む。

2blOYR2/2黒 褐 色砂質 シル ト 白色風化礫 を少量含む。

3a10YR5/2灰 黄褐 色砂 しま りやや弱 い。

3b10YR5/2灰 黄褐色砂 しま りや や弱 い。

3c10YR4/2灰 黄褐色砂 しまりやや強 い、粘性弱 い、黒色 シル トブロ ックを含む。

410YR5/3に ぶい黄褐色砂 黒色 シル トブロ ック を少量含 む。

SB20EB24(A-Al)

110YR3/1黒 褐 色シル ト しま り強 い、炭化物 ・酸化鉄 を少量ずつ 含む。

210YR3/2黒 褐 色砂 質 シル ト しま りやや強い、粘性弱 い、酸化鉄 ・黒褐色 シル トブロ ック少量、径10～50mm程 の礫 を含 む。

310YR3/1黒 褐 色シル ト しま り強 い、径10mm程 の風化礫 を多 く、酸化 鉄 を少量含む。

410YR4/2灰 黄褐 色砂質 シル ト しま り強い、径30～100mm程 の円礫 を多 く、炭化 物・酸化鉄 を少量ずつ含む。

510YR3/1黒 褐色 シル ト しま り・粘性 ともやや 強い。

SB20EB25(B-B')

110YR3/1黒 褐 色シル ト しま り強 い、粘性やや 強い、径5mm程 の風化礫 ・炭化物 を含む。

210YR4/1褐 灰色砂質シル ト しまり強い、粘性やや弱い、径30～150mm程 の円礫 ・径5mm程 の風化礫・黒色シル トブロック・酸化鉄を含む。

310YR8/1灰 白色砂 質 シル ト しま り強い、粘性 やや弱 い、黒褐色 シル トブ ロック・酸化鉄 を少量含 む。

SB20EB27(B-Bl)

110YR2/1黒 色 シル ト しま り強 い、酸化鉄 ・炭化物 を含 む。

210YR7/2に ぶい黄榿色砂質 シル ト しま りやや強い、粘性弱い、酸化 鉄 を含む。

SB20EB28(E-El)

110YR4/2灰 黄褐 色砂質 シル ト しま り強い、径5～30mmの 礫 を含む。

210YR5/2灰 黄 褐色砂 しま り強 い、粘性弱い、径50～100㎜ の円礫 を含 む。

SB20EB29(F-F')

110YR2/1黒 色 シル ト しま り強 い、粘性やや強 い、炭化物 を含 む。

210YR4/2灰 黄褐 色砂 しま り強 い、礫が混 じる、黒褐色 シル トを含む。

SB20EB30(F-F')

110YR2/1黒 色 シル ト しま りやや強 い、炭化物 を含 む、柱痕。

210YR3/1黒 褐 色シル ト しま り強 い、砂 を少量含 む、柱痕。

310YR4/1褐 灰色砂 質 シル ト しま り強い、粘性弱 い、礫 ・粗 砂 をともに多 く含 む。

SB20EB31(F-F')

110YR2/1黒 色 シル ト しま り強 い、白色風化礫 を少量 、炭化物 を微量含 む。

210YR3/1黒 褐色 シル ト しま り強 い、白色風化礫 を多 く含む。

310YR3/1黒 褐 色砂 質 シル ト しま り強い、白色風化礫 を少量含む。

SB20EB32(G-Gl)

110YR2/1黒 色 シル ト しま り強 い、白色風化礫 ・灰褐色 シル トブロ ック ・炭化物 ・酸化鉄 を少 量ずつ含む。

210YR3/1黒 褐色砂 質 シル ト しま り強い、粘性 やや弱 い、円礫 ・風化礫 を多 く、酸化鉄 を含 む。

SB20EB33(G-G')

110YR1.7/1黒 色シル ト しま り強 い、炭化物 を少量 、白色風化礫 を微 量含む。

210YR2/1黒 色 シル ト しま り強 い、円礫 ・白色風化礫 を少量ずつ含 む。

310YR5/2灰 黄褐 色砂 しま り強 い、黒色 シル トブロ ックを少量含む。

410YR2/1黒 色 シル ト しま り強 い、円礫 ・白色風化礫 を含 む。

510YR2/1黒 色 シル ト しま り強 い、黒色 シル トブロ ックを少量含む(3に 似 る)。

SB20EB34(G-G')

110YR3/1黒 褐 色シル ト 柱痕覆土。

210YR3/1黒 褐 色砂 質 シル ト しま り強い、粘性 やや弱 い、円礫 ・白色風化礫 を ともに多 く含 む、掘 り方覆土。

SB20EB35(H-H')

110YR5/3に ぶい黄褐色砂 しま りや や強い、粘性弱 い、径2mm程 の粗砂 を含む。

210YR3/2黒 褐 色シル ト しま りやや 強い、粘性 やや強い、径5～10㎜ の礫 を含む。

SB20EB36(H-H')

110YR2/1黒 色 シル ト しま りやや強 い、粘性や や強い、径30～50mm程 の礫 ・炭化 物を含む。

210YR4/2灰 黄褐 色砂 しま り弱 い、粘性弱い。

SB20EB37(H-H')

llOYR1.7/1黒 色 シル ト しま り強 い、径10mm程 の礫 ・炭化物 を少量 ずつ、褐灰色 シル トブ ロックを含 む。

210YR2/2黒 褐 色粘質 シル ト しま りやや弱い、粘性 やや強い、炭化物 を少量、酸 化鉄を含む。

310YR5/3に ぶい黄褐色砂 しま り弱 い、黒色 シル トブロ ックを少量含 む。

SB20EB38(1-1')

110YR2/1黒 色 シル ト しま り強 い、炭化物 を少量 、径5～10mmの 礫 を含む。

210YR2/2黒 褐 色シル ト しま り、粘性やや強 い、径5～10mmの 礫 を含 む。

310YR5/2灰 黄褐 色砂 しま り弱 い、径10～15㎜ の礫 を含 む。

SB20EB39(J-J')

110YR6/2灰 黄褐 色砂 しま り強 い、粘性弱い。

SB20EB40(1-1'。K-K')

llOYR5/1褐 灰色 シル ト しま り強 い、炭化物 ・酸化鉄 を少量ずつ 、径5～20㎜ の礫 を含む。

210YR3/2黒 褐 色砂 質 シル ト しま りやや弱い、径5～20mmの 礫 を含 む。

310YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト しま りやや強い、黒褐 色シル トブロックを含 む。

410YR5/1褐 灰 色砂 質 シル ト しま り強い、粘性弱 い。
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SB50EB51(D-D')

110YR3/2黒 褐色砂質 シル ト しま り強い、灰黄褐 色砂質 シル トブロ ックを含む。

210YR2/2黒 褐 色 シル ト しま り強い、炭化物 を少 量、酸化 鉄を含む、柱痕 。

310YR2/1黒 色 シル ト しま り強い、灰黄褐色砂 質 シル トブ ロックを微量 、酸化鉄 を含 む。

410YR3/2黒 褐色 シル ト しま り強い、灰黄褐色砂 質 シル トブロックを微 量、酸化鉄 を含 む。

510YR7/2に ぶい黄榿色砂 質シル ト しまり強い、粘性弱い、黒色 シル トブロックを含 む。

SB50EB52(D-D')

110YR2/1黒 色 シル ト 径5mm程 の風 化礫 ・酸化鉄 ・炭化物 ・にぶ い黄榿色 シル トブ ロックを含 む。

210YR2/1黒 色 シル ト しま り強い、粘性 やや強い、径10㎜ 程 の風化礫 ・酸化 鉄 を少量ずつ含 む。

310YR1.7/1黒 色 シル ト しま り強い、粘性 やや強い、炭化物 ・にぶ い黄榿 色 シル トブ ロックを含 む。

410YR4/1褐 灰 色 シル ト しま り強い、粘性 やや強い、にぶい黄榿色砂質 シル トブロ ックを含む。

SB50EB53(D-D')

110YR1.7/1黒 色 シル ト しま り強い、にぶい黄榿 色 シル トブロックを少 量、酸化鉄 ・炭化物 を含 む。

210YR2/1黒 色 シル ト しま り強い、炭化物 を多 く、酸化鉄 ・径3㎜ 程 の風 化礫 を含む。

SB50EB54(E-E')

110YR2/1黒 色 シル ト 炭化物 をやや多 く、酸化鉄 ・にぶ い黄榿 色 シル トブロックを少量含 む。

210YR2/2黒 褐 色 シル ト しま り強い、炭化物 ・酸化鉄 ・径3㎜ 程 の風化礫 を少量ずつ含 む。

310YR3/1黒 褐 色 シル ト しま り強い、炭化物 を少量含む。

410YR2/2黒 褐色 シル ト しま り強い、炭化物 ・酸化鉄 を少 量ずつ含む。

SB50EB283(C-Cl)

110YR3/1黒 褐 色 シル ト しま りやや弱い、灰黄褐 色砂質 シル トブロ ック・酸化鉄 を少量 ずつ含む。

210YR2/1黒 色 シル ト 灰黄褐色砂 質 シル トブロックを多 く、炭化物 を微 量含む、掘 り方覆土。

SB50EB284(C-Cl)

110YR3/1黒 褐 色 シル ト 炭化物 ・にぶ い黄榿色 シル トブ ロックを少量 ずつ含 む。

210YR4/2灰 黄褐色 シル ト しま り強い、黄色風化礫 を少量含む。

310YR3/1黒 褐色 シル ト しま り強い、炭化物 を少量含む。

410YR5/2灰 黄褐色砂質 シル ト しま り強い、粘性 やや弱い、酸化鉄 を少量含 む。

510YR2/1黒 色 シル ト しま り強い、酸化鉄 ・褐灰色砂質 シル トブロ ックを少量ずつ含 む。

SB50EB286(C-C')

110YR2/1黒 色 シル ト しま り強い、炭化物 を少量 ・灰 白色風化礫 を微量含 む。

210YR2/1黒 色 シル ト しま り強い、灰 白色風化礫 を少量、褐灰 色砂質 シル トブロ ックを含 む。

310YR3/1黒 褐 色 シル ト しま り強い、灰 白色風化礫 を微量、灰 黄褐色砂質 シル トを含 む。

410YR4/1褐 灰 色 シル ト 粘性 やや弱い、黒色 シル トブ ロックを少量含 む。

510YR7/3に ぶい黄榿色砂 黒色 シル トブ ロック・明黄褐色風化礫 を微量 ずつ含む。

SB50EB287(C-C')

110YR2/1黒 色 シル ト

210YR2/1黒 色 シル ト

310YR5/2灰 黄 褐 色 砂

410YR5/2灰 黄 褐 色 砂

510YR2/1黒 色 シル ト

610YR5/2灰 黄 褐 色 砂

710YR2/1黒 色 シル ト

810YR6/2灰 黄 褐 色 砂

SB50EB288(C-C')

110YR2/1黒 色 シル ト

210YR3/1

310YR2/1黒 色 シル ト

410YR3/1

510YR6/2灰 黄 褐 色 砂

SB50EB291(A-Al)

110YR3/1黒 褐 色 シル ト

210YR3/1黒 褐 色 シル ト

310YR3/1黒 褐 色 シル ト

410YR5/1褐 灰 色 シ ル ト

SB50EB292(A-A')

110YR2/1

210YR5/1

310YR5/1

410YR5/1

510YR5/1

SB50EB293(A-Al)

110YR3/1

210YR2/1黒 色 シル ト

310YR3/1

410YR3/2

510YR5/1

しま り強い、炭化物 を多 く含む。

しま り強い、褐灰色風化礫 を少量含む。

しま り強い、黒色 シル トを層状に含む。

しま り強い、黒色 シル トブロ ックを含む。

しま り強い、灰黄褐色砂 ブロ ックを含む。

しま り強い、灰黄褐色 シル トブ ロックを含 む。

しま り強い、灰 白色風化礫 を含む。

小礫 を多 く含 む。

しま り強い、炭化物 ・灰黄褐色砂 質シル トブ ロックを含 む。

黒褐色 シル ト しま り強い、粘性 やや弱 い、灰黄褐 色砂質 シル トブロックを少 量含む。

しま り強い、灰黄褐色砂 質 シル トブ ロックを含 む。

黒褐 色 シル ト しま り強い、粘性 やや弱 い、白色風 化礫 を含む。

しま り強いQ

しま り強い、酸化鉄 を微 量含む、柱 痕、直 下か ら柱 材出土。

褐灰色砂 ブ ロックをやや多 く、径3mmの 風化礫 ・酸化鉄 を少量 ずつ含む。

しま り強い、径3～5mmの 風化礫 を含 む。

しま りやや強い、径10～100mm程 の礫 ・円礫 を多 く含む。

黒色砂混 じ りシル ト しま り強い、粗砂 ・酸化鉄 を少量ずつ含 む。

褐灰 色 シル ト 黒褐色 シル トブ ロック・明黄褐色砂 ブロ ック・径30mm程 の風化礫 を含む。

褐灰 色砂混 じりシル ト 黒褐 色 シル トブロ ック・径5㎜ 程 の風 化礫 を少量ずつ含 む。

褐灰 色 シル ト しま り強い、黒褐色 シル トブ ロックをや や多 く含む。

褐灰 色砂混 じ りシル ト 黒褐色 シル トブロ ック・径5mm程 の風化礫 を少量ずつ含 む。

黒褐 色 シル ト 褐灰色 シル トブ ロックを上部 にやや多 く、径30～40㎜ 程の円礫 を少量 含む。

しま り強い、白色風化礫 を少量、褐灰 色砂ブロ ックを含 む。

黒褐 色 シル ト しま り強い、炭化物 を少 量含む、他 の柱穴覆土。

黒褐 色砂質 シル ト しま り強い、粘性 やや弱い、褐灰 色砂質 シル トブロ ックを少量含む、他の柱穴覆土。

褐灰 色砂質 シル ト しま り非常 に強い、粘性やや弱い、黒色 シル トブロ ックを微 量含む、他の柱穴覆土。
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SB207EB208

110YR3/3

SB207EB209

110YR3/2

210YR3/2

310YR4/3

SB207EB210

110YR2/2

210YR4/3

SB207EB211

110YR3/1

210YR4/3

SB207EB212

110YR3/1

210YR2/2

310YR5/1

SB207EB213

110YR3/2

210YR2/3

310YR5/2

410YR3/2

暗褐色シル ト 酸化鉄 ・炭化物 ・径3～20mm程 の礫を含む。

黒褐色シル ト

黒褐色シル ト 径1～5mm程 の礫 ・酸化鉄を含む。

にぶい黄褐色シル ト しまり強い、酸化鉄を含む。

径1～5㎜ 程の砂礫 ・酸化鉄 ・炭化物を含む。

黒褐色シル ト 径5㎜ 程の礫 ・酸化鉄を含む。

にぶい黄褐色砂混 じりシル ト 酸化鉄 ・礫を多 く含む。

黒褐色シル ト 径1～10mm程 の砂礫 ・酸化鉄を含む。

にぶい黄褐色シル ト 径1～10㎜ 程の砂礫 ・酸化鉄を含む。

黒褐色シル ト

黒褐色シル ト

褐灰色シル ト

しまり・粘性とも強い、酸化鉄を含む。

しまり・粘性とも強い、礫 ・酸化鉄を含む。

黒褐色シル トを少量、円礫を含む。

SB207EB215

110YR4/2

210YR5/2

310YR5/1

SB207EB216

110YR4/2

SB207EB217

110YR4/1

210YR3/1

310YR3/3

SB207EB269

110YR3/1

210YR3/1

310YR3/1

SB247EB267

110YR2/1

210YR2/1

黒褐色シル ト 礫を少量、酸化鉄 ・灰黄褐色シルトを含む。

黒褐色シル ト 径3～10㎜ 程の礫 ・酸化鉄を含む、他の柱穴。

灰黄褐色シル ト しまり・粘性とも強い、酸化鉄を含む。

黒褐色シル ト 礫を少量、酸化鉄 ・灰黄褐色シルトを含む、他の柱穴。

灰黄褐色シルト 径1～5mm程 の砂礫 ・酸化鉄 ・炭化物を含む。

灰黄褐色シルト 径5～30mm程 の礫 ・酸化鉄 ・炭化物を含む。

褐灰色シルト 径10～100mm程 の礫 ・円礫をともに多く含む。

灰黄褐色シルト 径100mm程 の礫を多く、炭化物 ・酸化鉄を含む。

褐灰色砂質シルト 酸化鉄を含む、柱痕。

黒褐色シル ト 径5～10mm程 の風化礫を少量含む。

暗褐色砂質シルト 径5mm程 の風化礫を少量、酸化鉄を含む。

黒褐色シル ト

黒褐色シル ト

黒褐色シルト

径10mmの風化礫 ・炭化物 ・酸化鉄を少量含む。

風化礫を多 く、炭化物 ・酸化鉄を少量含む。

風化礫を多 く、炭化物 ・酸化鉄を少量含む。

黒色シル ト しまり強い、褐灰色砂質シルトを少量含む。

黒色シル ト 褐灰色砂質シルトを多く、酸化鉄 ・礫 を少量含む。
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SD9(A-A')

llOYR3/2黒 褐色 シル ト しまり強い、酸化鉄 ・風化礫を含 む。

210YR6/3に ぶい黄榿色シル ト しまり強い、酸化鉄 ・風化礫 を少量ずつ含む。

SD9・SDIO(B-Bl)

110YR3/2

210YR3/2

310YR3/2

410YR3/3

510YR3/2

黒褐色砂質シルト しまり強い、炭化物を微量、白色風化礫を含む。

黒褐色砂質シルト しまり強い、白色風化礫を少量、酸化鉄を含む。

黒褐色シルト しまり強い、酸化鉄を少量含む。

暗褐色砂 しまり強い。

黒褐色シルト ピット覆土。

SD9・S×15(C.Cl)

llOYR3/1

210YR4/2

310YR6/3

410YR3/1

510YR3/2

610YR3/1

710YR3/1

黒褐色シルト 酸化鉄・径5～10㎜ 程の白色風化礫を含む。

灰黄褐色シルト混砂 酸化鉄を多く、径5mmの 白色岩粒を少量含む。

にぶい黄榿色シルト混砂 酸化鉄 ・黒褐色シルトブロックを含む。

黒褐色シルト

黒褐色シルト

黒褐色シルト

黒褐色シルト

SD7・SD9(D-D')

110YR4/1
210YR2/2

310YR3/2
SD8(E-El)

llOYR3/1
210YR5/2

310YR3/2

410YR5/2

径10㎜の白色風化礫をやや多く、酸化鉄を少量含む。

しまり強い、酸化鉄を多く含む、他の柱穴覆土。

径5㎜ 程の白色風化礫を微量、酸化鉄を含む。

径5㎜ 程の白色風化礫を少量、酸化鉄を含む。

褐灰色砂質シルト

黒褐色シルト

黒褐色砂質シルト

酸化鉄 ・白色岩粒を含む。

しまり強い、白色風化礫を多く、酸化鉄を含む。

白色岩粒を少量、酸化鉄を含む。

黒褐色シルト しまり強い、酸化鉄 ・白色岩粒を含む。

灰黄褐色砂 酸化鉄を含む。

黒褐色シルト しまり強い、酸化鉄 ・白色岩粒を含む。

灰黄褐色砂質シルト しまり強い・粘性弱い、酸化鉄を含む。

SD4・SD5・SD6(J-Jl)

110YR5/3

210YR4/2

310YR5/1

410YR5/3

510YR2/2

610YR4/1

710YR6/3

810YR6/2

910YR6/3

SD5(K-K')

1

2

SD113(L・Ll)

110YR2/1

210YR5/2

にぶい黄褐色砂 灰黄褐色シルトブロックを含む、粗砂。

灰黄褐色砂質シルト 白色風化礫を少量、酸化鉄を含む。

褐灰色砂質シルト 粘性弱い、酸化鉄を含む。

にぶい黄褐色砂 白色風化礫 ・褐灰シルトを少量含む、地山。

黒褐色シルト 炭化物を少量、白色風化礫・酸化鉄を含む。

褐灰色砂質シルト しまり強い。

にぶい黄榿色砂 しまり弱い、酸化鉄を少量含む、地山。

灰黄褐色砂 しまり弱い、酸化鉄を少量含む、地山。

にぶい黄榿色砂 しまり弱い、酸化鉄を少量含む、地山。

10YR3/2黒 褐色砂質シルト しまり強い、炭化物を微量、酸化鉄を含む。

10YR6/2灰 黄褐色砂 しまり弱い、酸化鉄を少量含む。

黒色砂質シル ト 酸化鉄を少量含 む。

灰黄褐色砂 しまり弱い。

SXI14・SDI15(M・M')

llOYR4/2灰 黄褐色砂 径5～10㎜ 程の黄褐色風化礫 を少量含む。

210YR1,7/1黒 色 シル ト 炭化物を微量、径5mm程 の白色風化礫を含 む。

310YR4/2

410YR4/2

510YR8/1

610YR2/1

710YR4/2

810YR5/2

910YR3/2

灰黄褐色砂 黒色シルトブロックを少量、黄褐色風化礫を含む。

灰黄褐色砂 径5㎜ 程の黄褐色風化礫を少量含む。

灰白色シルト しまり非常に強い、粘性強い、酸化鉄を含む。

黒色粘質シルト 径10㎜の白色風化礫を少量、酸化鉄を含む。

灰黄褐色シルト混じり砂 白色風化礫を多く含む。

灰黄褐色砂 しまり弱い、地山。

黒褐色砂質シルト 白色風化礫を少量、酸化鉄を含む。

SD7・SD8(F■FI・G・GI)

llOYR4/1
210YR3/1

310YR3/1

410YR4/1
5alOYR5/2

5b10YR5/2
610YR4/1

710YR5/3

810YR5/2
SD7(H-Hl)

llOYR4/1
210YR5/2

SD6(1-1')
llOYR3/2

210YR4/2

褐灰色砂質シルト 酸化鉄を少量、白色風化礫を含む。

黒褐色シルト 白色風化礫をやや多く、酸化鉄を少量含む。

黒褐色シルト 白色風化礫を微量、酸化鉄を含む。

褐灰色砂質シルト 白色風化礫をやや多く、酸化鉄を含む。

灰黄褐色シルト しまり非常に強い、酸化鉄 ・下層に風化礫を含む。

灰黄褐色砂 酸化鉄を少量含む、地山。

褐灰色砂質シルト 酸化鉄を少量、白色風化礫を含む。

にぶい黄褐色砂質シルト 粘性やや弱い、酸化鉄を含む、地山か。

灰黄褐色砂 酸化鉄を少量含む、地山。

褐灰色砂質シルト 粘性やや弱い、酸化鉄 ・白色岩粒を含む。

灰黄褐色砂質シルト 粘性やや弱い、酸化鉄を含む。

黒褐色シルト しまり強い、白色風化礫をやや多く、酸化鉄を含む。

灰黄褐色砂 しまりやや強い、径5～10㎜ 程の礫を含む。

第32図2区SD4～6・115・SX114
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尺)を 測 る。柱 心心 問の距離 は、桁 で6.5・7・7.5・8尺 が確 認 され る。梁 は西側 で12尺 、 身

舎 と庇 との距 離 は4.5尺 で あ る。主軸 方向 はN-55.0。-Wで あ る。柱 穴 は直径 約22～40cm程

の 円形 ・不正楕 円形 であ る。柱痕 の直径 は12～16cmで あ る。重複 は、SB61→SB99の 新 旧関

係 があ る。 また、新 旧関係 は不 明であ るが、SB62・66・78・119と も重複 する。遺物 の出土 は

ない。

SB62(第20図)2区E4・F3・F4グ リ ッ ドに位 置す る。構1造 は、 身舎 の桁 行3問 以

上 、梁行2間 であ る。 規模 は桁行7.11m(23.5尺)以 上、梁行 が5.00m(16.5尺)を 測 る。柱

心 心間の距離 は、桁 で7.5・7.7・8・8.3尺 が 確 認 され るが、概 ね8尺 であ る。梁 は西側 で8・

8.5尺 で ある。主軸 方向 はN-59.Oo-Wで あ る。柱 穴 は約20～38cmの 円 形 ・楕 円形が主 で あ

る。柱痕 は円形で、 直径 は約10cmで あ る。新 旧関係 は不 明で あるが、SB61・66・79・99・119

と重 複す る。 遺物 の出土 はない。

SB66(第21図)2区E3・E4・F3・F4グ リ ッ ドに位 置す る。構i造は、身舎 の桁 行2

間 以上、梁行2間 で、さ らに身舎が東 にの びる可能性が あ る。規模 は桁行5.15m(17尺)以 上、

梁 行4.55m(15尺)を 測 る。柱心 心 問の距 離は、桁 で8・8.3・8.5・9尺 が確 認 される。梁 は

西側 で15尺 であ る。 主軸方向 はN-52.Oo-Wで あ る。柱 穴 は直径22～40cmの 円 形 ・楕 円形 で

丸太 材の 柱材 ある。柱穴b(EB60)か ら は第41図55の 丸 太材 の柱材 が出土 してお り、直径 は16.9cmで あ る。

重 複 は、SD14→SB66→SD8の 関係 があ る。 また、新 旧 関係 は不明 であるが、SB61・62・

78・119と 重 複す る。出土遺物 は、上記 の通 りで ある。

SB119(第21図)2区E4・F3・F4グ リ ッ ドに位置す る。構造 は、身舎の桁行3間 以

上 、梁行2問 で、庇 が北側 に1面 付 く。規模 は桁行6.96m(23尺)以 上、梁行6.12m(20.2尺)

を 測 る。柱心 心 間の距 離 は、桁 で7・7.5・8尺 が確 認 され、7.5尺 が 主であ る。 梁 は西側 で8・

8.5尺 で あ る。 身舎 と庇 との距離 は、3.7尺 を 測 る。主軸 方 向はN-57.oo-Wで あ る。柱 穴 は

14～50cmの 円 形 ・楕 円形 である。柱痕 は柱 穴cで 確 認 され、 円形で直径 約15cmで あ る。重複 は、

SD14→SB119→SB79の 関 係が ある。 また、新 旧関係 は不 明で あるが、SB61・62・66と 重

複 す る。遺物 の 出土 はない。

SB78(第22図)2区E3・E4・F3・F4グ リ ッ ドに位 置す る。構i造は身舎 の桁 行3問

以上、梁行2間 で ある。規模 は北 側の桁行5.91m(19.5尺)、 梁行3.8m(12.5尺)を 測 る。柱

心 心問の距離 は、桁 で北側が5.5・6.5・7.5尺 、 南側 は18.5尺 で 、検出で きなか った柱 穴があ っ

た と考 え られ る。梁 は西側で6.2・6.3尺 で あ る。主軸 方向 はN-61.oo-Wで あ る。柱 穴 は約

20～30cmの 円 形で ある。柱 痕 は円形で、直径 は柱穴aで 約10cmで あ る。新 旧関係 は不 明であ る

が、SB61・66と 重 複 す る。遺物 の出土 はない。

SB79(第22図)2区F4グ リ ッ ドに位 置す る。構 造 は身舎 の桁行2間 以上、梁行1間 で あ

る。規模 は桁 行4.69m(15.5尺)以 上、梁行4.39m(14.5尺)を 測 る。柱心 心間の距離 は、桁

で7.5・8尺 、 梁 は14.5尺 で あ る。 主軸方 向はN-57.0。-Wで あ る。柱穴 は直径10～22cmの 円

形 であ る。重 複 は、SB119→SB79の 関係 があ る。 また、新 旧関係 は不 明で あるが、SB62と

重 複す る。遺 物の 出土 は ない。

SB99(第22図)2区 ・6区 北F2・F3グ リ ッ ドに位置す る。構造 は身舎の桁行3問 、梁

行1間 で、西 か ら1間 目に間仕切 りの柱 が付 く。 また、南北2面 に庇が付 く。規模 は桁 行6.36
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m(21尺)、 梁行6.21m(20.5尺)を 測 る。柱 心心 問の距離 は、桁 で6.5・7尺 が確認 され るが、

7尺 が 主であ る。 梁は14尺 、身舎 と庇の距離 は、南 側が3尺 、北側 が3.5尺 で ある。主軸方 向は

N-61.OQ-Wで あ る。柱穴 は直径約15～60cm程 の 円形が主 であ る。柱痕 の直径 は円形 で、柱

穴e・k・m・oで18～24cmで あ る。掘 り方 は黒褐 色 シル トが主で、褐灰 色 シル ト等 を含 む。

重複 は、SB61→SB99→SB100・SK57の 関 係が あ る。 また、新 旧 は不明 であ るが、SB

62・SB119と 重 複 す る。遺物 の 出土 は ない。

SB100(第23図)2区F3グ リ ッ ドに位 置す る。構 造 は身舎 の桁行2間 、梁行1間 であ る。

規模 は東側桁行4.7m(15.5尺)、 西側桁 行4.4m(14.5尺)、 梁行南北 とも3.48m(11.5尺)を

測 る。柱 心心 問の距 離 は、桁 で6・7・8.5尺 、 梁 は11.5尺 で あ る。主軸 方向 はN-34.50-E

で あ る。柱 穴 は直径28～54cmの 円 形 ・楕 円形で ある。柱痕 は円形で、 直径 は柱 穴a・dで16～

26cmで あ る。重複 は、SB99→SBlOOの 関係 があ る。 遺物の 出土 は ない。

SB207(第23図)4区 ・6区 北F1・F2・G1・G2グ リ ッ ドに位 置す る。構i造 は身舎

の桁行5間 、梁行2間 で、南側 に庇が1面 付 く。但 し、 身舎 の西隅 の柱 穴 と、庇 を構成 す る西

よ りの柱 穴 につ いては検 出す る ことが で きなか った。規模 は桁 行10.72m(35.4尺)、 梁行東側

6.00m(19.8尺)を 測 る。柱心 心 問の距 離 は、桁 で6.8・7・7.25・7.3・7.4尺 、 梁で8・8.3・

8.5尺 が 確認 され る。主軸 方 向はN-62.Oo-Wで あ る。柱 穴 は長 さ約25～100cmの 円 形 ・楕 円

形 ・不 整楕 円形 であ る。柱 痕 はほ とん どが 円形 と考 え られ るが、柱 穴i(EB215)で は、 明確

に方形 の柱 痕が確 認 され た。 直径 は約10～26cmで あ る。 また、柱 穴d(EB212)か ら は,第42方 形 の 柱 痕

図61の 柱 材が 出土 してい る。掘 り方覆 土は黒褐色 ・灰 黄褐色 シル トが主 で、礫 ・酸 化鉄 ・炭化

物 を含 む。重複 は、SD265・SB247→SB207の 関係 が ある。SB207の 柱 穴kは 、SB247の

柱 穴 と重 複 している可能性が 考 え られるが、SB247の 柱 穴 を切 ってSB207の 柱 穴kが 構築 さ

れ た と考 えた。 出土遺物 は上記 の通 りであ る。

SB247(第24図)4区 ・6区 北F1・F2・G2グ リ ッ ドに位置す る。構1造は身舎 の桁 行

5間 と推 定 され、梁 行 は2間 であ る。但 し、北西側 の柱穴 は、調査 区外 のた め検 出で きなかっ

た。規模 は桁行9.24m(30.5尺)、 梁行4.69m(15.5尺)を 測 る。柱心心 問の距離 は、桁 で3.5・

6・7尺 が確 認 され るが、7尺 が 主 であ る。梁 は7.5・8尺 が確 認 され る。主 軸 方 向 はN-

58.0。-Wで あ る。柱 穴 は直径20～48cmの 円 形 ・楕 円形 ・不 整楕 円形 であ る。柱痕 は円形 で、

直径 は約14～25cmで あ る。 また、柱穴hか らは腐 食 した柱材 と考 え られ る木材片 が出土 した。

柱 穴覆 土は黒色 シル トが主 で、褐灰 色砂 質 シル ト・酸化鉄等 を含 む。重 複 は、SB247→SB207

の 関係 があ る。 出土遺物 は上記 の通 りであ る。

C建 物 群

SB241(第25図)4区12・13・J2グ リ ッ ドに位置 す る。構造 は身舎 の桁 行5問 、 梁

行2間 であ る。規模 は桁行11.53m(38尺)、 梁行3.79m(12.5尺)を 測 る。柱心 心 間の距 離 は、

桁 で4・4.5・7.5・8・8.5尺 が 確 認 され るが、8.5尺 が 主で あ る。梁 は東側 が6・6.5尺 で あ

る。主軸 方向 はN-72.Oo-Wで あ る。柱 穴 は直径 約11～48cmの 円形 ・楕 円形 であ る。柱痕 は

円形 で、直径 は約16～22cmで あ る。重複 は、SG220→SB241の 関 係 があ る。 また、新 旧は不

明 であるが、SB246と 重 複す る。遺物の 出土 はない。

SB246(第25図)4区12・13・J2グ リ ッ ドに位置 す る。構造 は身舎 の桁 行4間 と推
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定 され、梁行1問 で ある。但 し、SG220と 重 複地 点で は、黒色 土層 中での重 複の ため、遺構iの

検 出が難 しく、東か ら1問 目の柱穴 は南北両側 とも検 出で きなか った。規模 は桁 行10.61m(35

尺)、 梁 行5.15m(17尺)を 測 る。柱心 心 問の距 離は、桁 で8.5・10尺 が 確 認 され る。梁 は17尺

であ る。主軸 方向 はN-73.Oo-Wで あ る。柱 穴 は直径25～38cmの 円 形が 主であ る。柱 痕 は円

形 と方形確認 され、直径 は約20～24cmで あ る。 重複 は、SG220→SB246の 関係 があ る。 また、

新 旧 は不 明であ るが、SB241と 重 複す る。遺物 の出土 はない。

D建 物 群

SB226(第26図)5区L2・L3グ リ ッ ドに位置 す る。構1造は身舎 の桁 行3間 のみが確認

された。対 に なる柱穴 の並 びは、調査 区外 に存 在す る と思 われ る。 規模 は桁行5.31m(17.5尺)

を 測 る。柱心 心 間の距 離 は、桁 で5.6・5.9・6尺 と不揃 いで ある。主軸方 向はN-65.0。-W

で あ る。柱 穴 は直径約42～58cmの 円 形 ・楕 円形で ある。柱 痕 は、円形 または隅丸方形 を呈 し、

直径 は約20cmで あ る。掘 り方覆土 は黄褐色 シル トを含 む暗褐色 シル トが主 であ る。重複 は、S

K225→SB226の 関係 があ る。 また、新 旧は不 明であ るが、SB245と 重 複 する。遺物 の出土 は

ない。

SB245(第26図)5区L2グ リ ッ ドに位置 す る。構造 は身舎 の桁 行3問 、梁行1問 である。

規 模 は桁 行5.03m(16.6尺)、 梁 行3.24m(10.7尺)を 測 る。柱 心 心 間 の距 離 は、桁 で5.2・

5.4・5.6尺 が 確認 され る。主 軸方向 はN-27.0。-Eで あ る。柱 穴 は直径約22～32cm程 の 円形 ・

隅丸方形 であ る。柱痕 は円形 で、柱 穴gで 約22cmで あ る。掘 り方覆土 は、 にぶい黄褐色 シル ト

を含む黒褐色 シル トが主であ る。 重複 は、SB245→SD221の 関 係が ある。 また、新 旧 は不 明

であ るが、SB226と 重 複す る。遺物 の出土 はない。

3土 坑

土坑は8基 をとりあげる。遺構の輪郭が明瞭で、覆土が中近世の柱穴 と考えた遺構の覆土に

類似することより、この時代 に位置づけた。 しかし、SK240以 外は、時期決定が可能な遺物が

ほとん ど出土せず、平安時代の土坑 も混在 している可能性 は否めない。

SK2(第28図)1区 中央東側、B2グ リッド北西角で検出された。平面形は長軸148cm、

短軸80cmの 楕円形である。深さは26cmを 測 り、底面は東側がやや落ち込む。西側壁面は緩やか

に立ち上が り、SK64に 接する。覆土は黒褐色シル トの自然堆積である。SX64と 重複 し、平

面では新旧関係 は不明瞭であったが、断面の観察で、SX64→SK2の 新旧関係 と判断した。

遺物の出土はない。

SK16(第28図)2区 中央南側、E3グ リッドで検出された。平面形は直径114cmの 円形を

呈する。深さは16cmで 、壁面は浅い皿状 に立ち上がる。覆土は黒褐色 シル トの自然堆積であ

る。遺物の出土はない。

SK57(第28図)2区 中央西側、F3グ リッドで検出された。平面形は一辺120cmの 隅丸方

形 を呈する。深 さは12cmと 浅 く、底面はなだらかである。覆土は黒褐色シル トの自然堆積であ

る。SB99EB58と 重複し、SB99EB58→SK57の 新旧関係が認め られる。遺物の出土はな

いo

SK206(第28図)4区 南 東、G3グ リ ッ ド西側 で検 出 され た。平面形 は長軸216cm、 短 軸80
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cmの 楕円形を呈する。深 さは26cmを 測る。底面 には、二 ヶ所の落ち込みが認め られる。覆土

は、にぶい黄褐色砂の上に黒褐色シル トが自然堆積する。重複は、土坑南西部分で、番号登録

していない浅い溝を切 る。遺物の出土はない。

SK225(第28図)5区 北西部、L2グ リッド中央で検出された。平面形は長軸234cm、 短軸

116cmの 不整楕円形を呈する。深さは28cmで 、壁面はなだらかな傾斜で立ち上がる。覆土は黒

褐色シル トを主 とする自然堆積層で、黄色風化礫 を少量含む。SB226EB227と 重複 し、SK

225→SB226EB227の 関係がある。遺物の出土はない。

SK239(第29図)4区 北端、J3グ リッド北西角で検出された。SD233に 南側 を切 られて

いる。残存部は長軸86cm、 短軸57cmの 隅丸長方形である。深 さは23cmを 測る。北壁の立ち上が

りは垂直に近い。底面は概ね平坦である。覆土は灰黄褐色シル トの 自然堆積層である。重複は

上記の通 り、SK239→SD233の 関係がある。遺物の出土はない。

SK240(第29図)4区 北端、J3グ リッ ド北西隅で検出された。平面形は長軸124cm、 短軸

99cmの 隅丸方形である。深 さは11cmと 浅 く、底面はほぼ平坦である。覆土は褐灰色 シル トの上

に黒褐色砂質シル トが自然堆積する。覆土中か ら、第39図33甕 器系陶器甕が出土 した。重複 甕器系陶器甕

は、SD234→SK240の 関係がある。

SK266(第29図)6区 北、F3グ リッド西側で検 出された。平面形は不整円形を呈 し、長

軸166cm、 短軸132cm、 深さは16cmで 、底面は概ね平坦である。覆土は灰黄褐色砂の上に黒褐色

シル トが自然堆積する。遺構の中央よ りやや南側に柱穴が一基検出されたが、新旧関係は不明

である。遺物の出土はない。

4性 格不明遺構

4基 をとりあげる。その他、SXl5は 、風倒木痕 と考えられ遺物の出土もないため、記述 を

省略する。

SX41(第29図)1区 南東部、B1グ リッドの西側で検出された。残存する平面形は南北方

向(長 軸)255cm、 東西方向(短 軸)200cmの 隅丸三角形である。深さは18～43cmを 測る。東壁

はゆるやかな傾斜を見せるが、西側の壁面はほぼ垂直に立ち上がる。底面は、東側か ら西側 に

かけてやや傾斜 している。断面では、遺構中央にこの遺構を切 る柱穴が確認されたが、湧水が

多 く、平面に図化できなかった。覆土は黒褐色シル トの自然堆積が主である。SP95を はじめ

とする柱穴群と重複 し、SP95・ その他の柱穴群→SX41の 新旧関係がある。遺物の出土はな

い 。

SX64(第28図)1区 東部、B2グ リッドで検出された。平面形は東西方向を直径とする半

円形に、北西部へ突き出 した部分を加えた形状をしている。長軸222cm、 短軸110cm、 深さは30

cmで ある。壁面はゆるやかにカーブして立ち上がる。覆土は黒褐色シル トの上に黒色シル トが

自然堆積する。SD17・SK2と 重複 し、断面の観察から、SX64→SK2の 関係を確認した。

しか し、SD17と の新旧は、平面の観察ではSD17→SX64と 判断 したが、断面では、この前

後関係を明確に確認することができなかった。その他、西側 を2基 の柱穴が切る。遺物の出土

はない。

SX65(第29図)2区 南部、E3グ リッドの南西隅で検出された。掘 り方の平面形は不整楕
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円形で、長軸235cm、 短軸185cmで ある。当初、SD4に 切 られる別の遺構iと考えた。 しか し、

SD4に 破壊 されたとすれば、溝内にこの遺構 に伴 う礫の抜 き取 り痕が確認されるはずである

が、その ような痕跡は検出されなかった。ゆえに、SX65は 、SD4に 付属する水溜めや洗場

的な役割をもつ遺構 と捉 え直 した。この内側施設の平面形状は、長軸130cm、 短軸78cmの 、北東

方向に開いたコの字形で、周囲に10～35cm大 の礫を30個 余 り組んで構築 している。SD4内 に

直交 して、水 を堰 き止める役割 と考えられる長さ65cmの 扁平な礫が設置されてお り、 この部分

が最も深 くなる。深さは28cmを 測 る。覆土は黒褐色 ・暗褐色シル トが主の自然堆積である。出

土遺物は、第39図36の 盗器系陶器甕が出土 し、2区SX114出 土の破片 と接合 した。

SX114(第31図)2区 の南端、主にD2グ リッドで検出された。平面形は、不整円形を中

央に して、東西にそれぞれ不整楕円形状の張 り出 し部分 をもつ不規則な形状である。東西の最

大長は506cm、 南北の最大幅は354cmで ある。深さは概ね5cm程 度で、西端部の不整楕円形の部

分のみ25～40cmの 深さに掘 り込 まれる。掘 り込みの底面は不整楕円形で概ね平坦である。掘 り

込み部分の壁面については、東西 ともに傾斜はほぼ垂直に近 く、西側の壁は中間で段がつ く。

覆土は掘 り込み部分に黒色 シル ト、その他の部分には灰黄褐色砂 と黒色 シル トが 自然堆積す

青 磁 碗 る。重複は、SX114→SD4・SD115の 関係がある。主な出土遺物は、第39図23青 磁碗、第

39図31・35盗 器系陶器甕、第40図42盗 器系陶器鉢などがある。形状か ら、風倒木痕の可能性が

ある。

5溝 跡

溝跡は、遺構登録 したもので、41条 検出されている。溝跡 の性格 としては、建物に付属 し雨

落ち溝や排水用の溝 と考えられるもので、浅 く幅 も狭いもの、屋敷地の区画や境界用の溝 と考

えられるもので、建物の軸に沿った向 きをとるもの、排水や用水用の溝 と考え られるもの、な

どがある。遺構番号順に内容を述べ る。

SD4(第31図)2区 の南側、主にD2か らE3グ リッドにかけて検出された。調査区内の

検出長は約15mで ある。北東は2区 東壁から始まり、南西は1区 と2区 の境界まで延びる。北

方向に張出す ように緩やかなカーブを描 く。幅は0.2m～1mで ある。中央 には人為的に枡状

に石 を組んで水 を溜めたと考えられる遺構、SX65が 付属 し、 この幅は1.5mを 測 る。深 さは、

中央部で約20cm、 両端に近づ くほど徐 々に浅 くなる。開田の際に上部を削平 され、本来より浅

いと考えられる。覆土は、にぶい黄褐色または灰黄褐色砂が主体で、概ねレンズ状の堆積 を呈

する。他の遺構 との重複は、SD5・SD6→SD4の 関係がある。用水用の溝跡の可能性が

考えられる。遺物の出土はない。

SD5(第31図)2区 の南側、D3か らE3グ リッドにかけて検出された。検出長は約9m

である。北はE3グ リッドほぼ中央か ら始 まり、D3グ リッドほぼ中央まで南北に直線的に延

びる。幅は約1mを 測る。深さは、約12cmで ある。覆土は、灰黄褐色砂の上に黒褐色砂質シル

トがレンズ状 に堆積 している。重複は、SD5→SD4の 関係がある。遺物の出土はない。

SD6(第31図)2区 の南側、E3グ リッドの北東か ら南西角に向かって直線的にのびる。

検出長は約7mで ある。幅は0.3～1mで 、北が狭 く南 に延びるに従 って幅が広 くなる。深さ

は9～24cmで 、北が浅 く南側にかけて深 くなる。覆土は、灰黄褐色砂の上に黒褐色シル トが堆
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積 す る。重複 は、南 端でSD6→SD4の 関 係が認 め られる。北端 ではSD7・8と 重複す る

が、新 旧関係 は不 明であ る。 遺物の 出土は ない。

SD7(第31図)2区 の 中央東側 、E3グ リッ ドの北東部 寄 りで検 出 され た。北 西か ら南 東

に向か って直線 的 にのび る。検 出長 は約6.7mで あ る。 幅 は約0.2m～0.5mで 、SD6お よび

SD8と 切 り合 う中央部で広 くな り、南 東端で最 も狭 くなる。深 さは、 中央 の最深 部で約20cm

を測 る。覆土 は、灰 黄褐色砂 質 シル トの上 に褐灰色砂 質 シル トが 自然堆積 す る。北 西端 でSD

9と 、 中央でSD6お よ びSD8と 重 複 関係が あ り、北西端 で はSD7→SD9の 新 旧 関係 が

認 め られ るが、 中央 の新 旧関係 は判然 としない。建 物 に伴 う溝 跡 と考 え られ る。 遺物の 出土 は

ない。

SD8(第31図)2区 の 中央東側 、E3グ リッ ドの北東 隅で検 出された。北東 か ら南西 に向

か って直線 的 にの びる。検 出長 は約3.5mで あ る。幅 は0.2m～0.3mで 、SD7と 切 り合 う南

西端 で最 も広 くなる。深 さは中央で約15cmを 測 る。 覆土 は黒褐 色 シル トが主 である。SD7と

重 複す るが、新 旧関係 は不 明であ る。建 物 に伴 う溝 跡 と考 え られ る。遺物 の 出土 は ない。

SD9(第31図)2区 の ほ ぼ中央 、E3お よびF3～F4グ リ ッ ドにか けて検 出 され た。 東

端 か ら北 西 に向か って直 線 的 に約5m延 び、北 端 で緩や か な カーブ を描 きなが ら南西 方 向 に

90。 向 き を変 える。 南西 方 向 には ほぼ直線 的 に約11m延 び 、検 出長 は約16mと な る。 幅 は約

0.2m～0.3mで あ る。深 さは、最深部 で約12cmを 測 る。覆土 は黒褐色 シル トまたは黒褐色砂 質

シル トが主 となる 自然堆積層 であ る。重 複 は、SD7・SD10・SX15→SD9の 関係 があ る。

この溝跡 は、SB61・66・78な どの掘 立柱 建物跡 を囲 むよ うに掘 られてい るこ とか ら、 これ ら

の建物 に伴 う溝跡 と考 え られる。遺物 の出土 はない。

SD10(第31図)2区 の ほ ぼ中央 、F3グ リッ ドの 中央東 寄 りで検 出 され た。検 出長 は約2

mで 、南北 方向 にほぼ直線 的に延 び る。幅 は約0.2m、 深 さは約8cmを 測 る。覆土 は黒褐色砂 質

シル トが主で ある。重複 は、SD10→SD9の 関係 が認 め られ る。遺物 の 出土 はない。

SD11(第32図)2区 の ほぼ中央、F3グ リ ッ ドの北東寄 りで検 出 された。検 出長 は約2.5

mで 、北東 か ら南西 にほ ぼ直線 的 に延 びる。幅 は約0.3m、 深 さは約7cmを 測 る。 覆土 は灰黄褐

色砂 の上 に黒褐色 シル トが 自然堆 積す る。遺物 の出土 はない。

SD12(第32図)2区 の 中央や や北 東寄 り、F4グ リ ッ ドの西側 で検 出 された。北西か ら南

東方 向に約0.5m直 線 的にの び、90。 曲が り南 西方 向へ 約1.2mの び る。全 長 は約1.7mと な る。

幅 は約0.18m、 深 さは約4cmを 測 る。 覆土 は、灰黄 褐色 シル トを主 とした 自然堆積 層で ある。

遺物 の出土 はない。

SD13(第32図)2区 の 中央や や北 東寄 り、F4グ リ ッ ドの西側 で検 出 された。東西方 向 に

ほぼ直線 的 にの び る。検 出長 は約1.9mで あ る。 幅 は約0.24m、 深 さは約3cmを 測 る。覆土 は

黒褐色砂 質 シル トの 自然堆積 であ る。遺 物の 出土 は ない。

SD17(第30図)1区 の 中央 か らやや南東 寄 り、B1・B2お よ びC1グ リ ッ ドにか けて検

出 された。調査 区 の東壁 よ り北西 方 向に約9.Omほ ぼ 直線 的 にのび、goo曲 が り南西 方向 に約

6.Omの び る。総長 は約15.Omと な る。幅 は0.6～2.Om、 深 さは約10～25cmを 測 る。覆土 は、に

ぶ い黄褐 色あ るいは黒褐色 の砂 の上 に黒 色 シル トが 自然堆積 す る。他 の遺構 との重 複 は、SX

64?→SD17→SB20EB33・SB42EB46・SB80EB97・SD18の 関 係が ある。屋敷地 を
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屋 敷 地 を囲 う

溝
囲 う溝1跡 としての性格 が考 え られ る。主 な出土遺物 では木製 品があ り、 第49図84の 加 工材 、 第

跡

53図94～98の 杭 が ある。

SD49(第33図)C1グ リ ッ ド中央 か ら検 出された。1区 西壁 よ り、南東 方向 にほぼ直線 的

に延 び る。検 出長 は約6.5mで あ る。 幅 は約0.5～0.7m、 深 さは10cmを 測 る。覆土 は黒色 シル

トが主で ある。SB50・SB328の 柱 穴 の他 、多 くの柱 穴 と重複 し、SD49→SB50EB53・S

B328EB309・SP68の 新 旧 関係 があ る。 遺物の 出土 は ない。

SD101・102(第33図)3区 中央 のH5グ リ ッ ド西寄 りか ら検 出 された。SD101は 、3区

北 よ りの撹乱 部南辺 か ら南西 にほぼ直線 的に延 びる。検 出長 は、約3.4m、 幅 は約0.3～0.65m、

深 さは12cmを 測 る。覆 土 は黒褐色 シル トが主であ る。

SD102は 、撹乱 か ら南西へ約1.5mほ ぼ 直線 的 に延 びた後、やや南 に曲が り、SD101に 切 ら

れ る。検 出長 は約2.5mで あ る。 幅 は約0.4～1.2m、 深 さは16cmを 測 る。覆土 は黒褐 色 シル ト

が主の 自然堆積 で ある。前述 した通 り、SD102→SD101の 新 旧関係が ある。 と もに出土遺物

はない。

SD113(第31図)2区 拡 張 区、E2グ リッ ドの南端 で検 出 された。東北 東か ら西南 西方 向

にほ ぼ直線 的 に延 び る。検 出長 は約2.Omで あ る。幅 は0.14～0.28m、 深 さは7cmを 測 る。覆

土 は黒色砂 質 シル トを主 と した、 自然堆積 であ る。重複 関係 は、柱 穴1基 を切 っている。遺物

の出土 はない。

SD115(第31図)2区 拡 張 区、D2とD3グ リ ッ ドの境界 で検 出 された。北北東 か ら南南

西 方向 にほぼ直線 的に延 び る。検 出長 は約2.5mで あ る。幅 は0.2～0.3m、 深 さは22cmを 測 る。

覆土 は黒褐色砂 質 シル トの上 に灰 黄褐色砂 が堆積す る。重複 は、SX114→SD115の 関 係が あ

る。遺物 の出土 はない。

SD201(第35図)4区 中央 やや南寄 り、主 にH1～H2グ リ ッ ドか ら検 出 され た。北東 か

ら南西方 向に緩 く曲が りなが ら方 向 をgoo弱 変 え、南西 方 向に延 び る。検 出長 は約11.Omで あ

る。幅 は0.2～1.9m、 深 さは最大17cmを 測 る。覆土 は、下層 に灰 黄褐色砂 の層が、上層 に白色

風 化礫等 を含 む黒色 シル トの層が 、所 々黒 褐色砂 の層 と混 じ りなが ら堆積 す る。SD202と 重

複 し、断面 の観察 ではSD201→SD202の 新 旧関係 と考 えたが 、平面で 区別で きない ことや、

堆積 状態が複雑 で あ り、同時期 や逆の可 能性 もあ る。 遺物の 出土 は ない。

SD202(第35図)4区 中央 やや南寄 り、H2グ リッ ドか ら検 出 され た。東南東 か ら西北西

方 向 にほぼ直線的 にのび、SD201と つ なが る。検 出長 は約3.2mで あ る。幅 は最大 で0.5m、 深

さは5cmを 測 る。覆土 は、黒褐色 シル トで風化礫 を含 む。 重複 関係 につい ては、SD201の 項 目

で記述 した通 りで ある。

SD203(第34図)4区 南 側 、主 にH1～H2グ リ ッ ドで検 出 され た。東 南東か ら西 北西方

向にほ ぼ直線 的 に延 びる。検 出長 は約19.5mで あ る。 幅 は最大 で1.Omで 、 両端 ほ ど狭 くなる。

深 さは、10cmを 測 る。 覆土 は灰黄 褐色砂 や シル トが主 であ る。重 複 は、SD204→SD203の 関

係 があ る。屋 敷地 の区画溝 としての性格 が考え られる。遺物 の出土 はない。

SD204(第34図)4区 南 側、G1～H1グ リ ッ ドで検 出された。北北東 か ら南南西 方向 に

ほぼ直線 的に13.5m延 び 、南端で ほぼ直角 に方 向 を変 え、東北 東方 向に約4.Om延 び る。総長 は

約19.Omで あ る。幅 は0.4～1.Omで 、 深 さは14cmを 測 る。覆土 はにぶ い黄褐 色砂の上 に黒褐色
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シル トが 自然堆積 す る。重複 は、SD204→SD203の 関 係 があ る。屋敷 地の 区画溝 と しての性

格が考 え られ る。 遺物の 出土 は ない。

SD221(第37図)5区 北 西寄 り、L2グ リッ ドか ら検 出 された。西 南西か ら東北東方 向 に

ほぼ直線 的 に延 び、SD222に 合 流 す る。検 出 され た全 長 は、約5.4mで あ る。幅 は0.15～0.25

m、 深 さは約10cmを 測 る。覆 土 は黒褐色 シル トが 主であ る。 重複関係 であ るが、SD222と は、

断面及 び平面で切 りあいが認 め られ ない ことよ り、 同時存在 の可能性 があ る。 また重複 は、S

B245EB248・249→SD221の 関係 があ る。建 物 に伴 うもの と考 え られ る。遺物 の 出土 は ない。

SD222(第37図)5区 北 西寄 り、L2とL3グ リ ッ ドの境 界付近 で検 出された。南西 か ら

北東方 向 に落 ち込 みなが ら延 び、調査 区外へ と続 く。検 出 された全長 は、約3.5mで あ る。幅 は

0.2～1.35m、 深 さは最大 で約50cmを 測 る。覆土 は黒褐 色 シル トが 主 の 自然堆積 で あ る。SD

221と 同 時存在 の可能性 があ る。重 複 は、SD224→SD222の 関係 があ る。遺 物の 出土 は ない。

SD223(第37図)5区 北 西 寄 り、L3グ リッ ド西端 で検 出 され た。 北西か ら南 東方 向に延

び、SD224に 吸 収 される。検 出 された全長 は、約0.8mで あ る。幅 は約0.25m、 深 さは約5cm

を測 る。覆土 は黒褐 色 シル トが主で ある。SD224と 重 複 関係が ある と考 え られ るが、 平面 ・断

面 で新 旧 を判断 で きなか った。遺物 の出土 はない。

SD224(第37図)5区 北 西寄 り、 主にL3グ リッ ド西端 で検 出された。東北 東か ら西南 西

方 向に約2.6mの び る。溝i跡西 側 は狭 く、 幅 は6～15cm、 深 さ3～4cm程 度 、東側 は幅30～80

cm、 深 さ15～25cmを 測 る。覆 土 は褐色 シル トの上 に暗褐色 シル トが 自然堆 積す る。重複 は、S

D224→SD222の 関 係が ある。 また、SD223と 重 複す るが、新 旧 は不 明であ る。建 物 に伴 うも

の と考 え られ る。 遺物の 出土 は ない。

SD233(第36図)4区 と5区 の境界 、主 にJ3グ リ ッ ドを中心 に検 出 された。西北西 か ら

東南 東方 向 にほ ぼ直線 的 に延 び、 東側 で調 査 区外 へ と続 く。検 出 され た全 長 は約16.Omで あ

る。幅 は0.25～1.Om、 深 さは10cmを 測 る。覆土 は黒色砂 質 シル トが主 で ある。重複 は、SK

239→SD233の 関係 があ る。 また、SD234・SD235と 平 行 に並ぶ配置 をとる。屋 敷地 の区画 屋敷地の区画溝

溝 な どの性 格が考 え られ る。 遺物の 出土は ない。

SD234(第36図)4区 と5区 の境界 、J2～J3グ リ ッ ドにか けて検 出された。西北西 か

ら東 南東方 向 にほぼ直 線的 に延 びる。検 出 された全長 は約3.8mで あ る。 幅 は0.3～0.5m、 深

さは6cmを 測 る。 覆土 は灰黄褐 色砂質 シル トの上 に黒褐色 シル トが 自然堆積 す る。重複 は、S

D234→SK240の 関 係が ある。縄 文時代 の遺物 として剥片 が出土 してい るが、混入 であ る。

SD235(第36図)4区 北 西部、J2グ リ ッ ドで検 出された。東南東 か ら西北 西方向 にほぼ

直線 的に延 び、西側 で調査 区外へ 続 く。検 出 され た全 長 は約9.3mで あ る。幅 は0.2～1.1m、 深

さは16cmを 測 る。 覆土 は黒褐色 シル トが 自然堆積 す る。 また、SD233・SD234と 平 行 に並 ぶ

配置 を とる。屋敷 地の区画溝 な どの性格 が考 え られ る。遺物 の出土 はない。

SD236(第37図)4区 中央 南側、H2とG2グ リ ッ ドの境 界付近 で検 出された。北北東 か

ら南南西 方向 にほぼ直線的 に延 び る。検 出 され た全 長 は約3.5mで あ る。幅 は約0.2m、 深 さは

5cmを 測 る。覆土 は灰 黄褐色 シル トの 自然堆積 であ る。遺物 の出土 はない。

SD237(第37図)4区 中央 南側、G2グ リッ ドで検 出された。北東 か ら南西 方向 にほぼ直

線的 に延 び る。検 出 され た全 長 は約4.3mで あ る。幅 は約0.5m、 深 さは6cmを 測 る。覆土 は黒
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石

褐色シル トの自然堆積である。遺物の出土はない。

SD242(第35図)4区 中央西側、11～12グ リッドにかけて検出された。西北西から東

南東方向にほぼ直線的に延びる。検出された全長は約8.Omで ある。幅は0.3～0.55m、 深さは

30cmを 測 る。覆土は灰黄褐色 シル トの上に黒色 シル トが自然堆積する。重複は、SG220→S

D242の 関係がある。遺物の出土はない。

SD243(第35図)4区 南西角、主にHOとH1グ リッドの境界で検出された。北北東か ら

南南西方向にほぼ直線的にのび、北端はSG220に 切 られる。検出された全長は約4.2mで あ

る。幅は0.4～0.7m、 深 さは5cmを 測る。覆土は黒色 シル トが主である。遺物の出土はない。

SD261(第38図)6区 北、G3・G4・H3・H4グ リッドの境界で検出された。全体の

形状 は、現代の水道管 よる撹乱を受けたり、調査区に延 びる部分があるなど、不明な部分が多

いが、北東から南西方向に延びる部分 と、途中か ら北西方向に分岐する部分で構成 される。北

東から南西に至る部分の長さは、7.3m、 深 さは4区 との境界付近で16cmを 測る。覆土は黒褐色

シル トを主 とした自然堆積である。第54図101石 臼と同一個体 と思われる破片が出土 した。

SD262(第38図)6区 北、G4グ リッドの北西部で検出された。西北西か ら東南東方向に

ほぼ直線的にのび、3区 にかかる部分は不明であるが、対応する可能性がある溝状の遺構iが認

められる。検出部分の全長は約1.6m、 幅は約0.4～0.6m、 深さは11cmを 測る。溝の両端部が若

干 くぼむ。覆土は黒褐色シル トを主とした自然堆積である。遺物の出土はない。

SD263(第38図)6区 北、G3・G4グ リッドの境界で検出された。東北東か ら南南西方

向に延びるが、南西側を現代の撹乱によって切 られる。検出部分の全長は2.5m、 残存する最大

幅は0.6m、 深さは21cmで ある。溝1の底面は、起伏が多い。覆土は黒褐色砂質シル ト、黒褐色シ

ル トの自然堆積層である。遺物の出土はない。

SD264(第38図)6区 北の南端、F2グ リッドで検出された。両端を水道管の撹乱 により

切 られる。北北東か ら南南西方向に向けてゆるやかに逆S字 状に延びる。南端部で幅が広 くな

り、深 くなる。6区 北で検出された長 さは7.Om、6区 南でも同一 と思われる溝が確認され、こ

の部分を含めた総長は16.5mで ある。幅は0.12～0.76m、 深さは15cmを 測る。覆土は灰黄褐色

シル トの上に黒褐色シル トが 自然堆積する。重複は、SD264→SP325の 関係がある。出土遺

臼 物は、第54図101の 石臼、姿器系陶器甕の破片が出土 した。

SD265(第38図)F2グ リッドの北東側、6区 北 と4区 の南端にまたがって検出された。

北端を水道管の撹乱によって切 られる。北東か ら南西方向にかけてカーブして延びる。検出さ

れた長さは9.Om、 幅は0.36m、 深 さは約10cmを 測る。覆土は灰黄褐色シル トを主 とする自然堆

積である。重複は、SD265→SB207EB269の 関係がある。遺物の出土はない。
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表4掘 立柱建物跡計測表

図版 遺構番号 区 グリ ッド
構造

桁行×梁行

規模(m)

庇 桁 行 ×梁行

新 旧関係 ・()内 は重複するが主軸
新 旧不 明の もの。

13・14 SB20a 1A1・BO・B1・C1 6×2問 1面13.62×6.21 N-23.0。-ESD17・SK90→20a→20b(80)

13・14 SB20b 1B1・C1 4×1問 な し9.69×4.85 N-22.0。-ESD17→20a→20b(80)

15 SB42 1B1・C1 4間 不明8.48 N-23.0。-ESD17→42

15 SB80 1B1・C1 3×1問 な し7.21×4.85 N-22.0。-ESD17→80(20a・20b)

16・17 SB50 1・6南CO・C1・DO・D1 5×4問 な し9.85×8.33 N-23.0。-ESD49・SD306・SP285・SP298→50→SP281

18 SB272 1・6南D1・D2・E1・E2 5×1問 1面10.69×4.61 N-63.0。-W272→SX114

19 SB327 1・6南D1・D2 3×1問 な し6.52×3.85 N-64.0。-WSP297→327

19 SB328 6南CO・C1・DO・D1 3×2問 な し6.36×4.85 N-27.0。-ESP300→328→SP302・SP304(50)

20 SB61 2E3・E4・F3・F4 3?×1問 1面?6.66?×5.00 N-55.0。-W61→99(62・66・78・119)

20 SB62 2E4・F3・F4 3?×2問 な し?7.11?×5.00 N-59.0。-W(61・66・79・99・119)

21 SB66 2E3・E4・F3・F4 2?×2問 な し?5.15?×4.55 N-52.0。-WSD14→66→SD8(61・62・78・119)

21 SB119 2E4・F3・F4 3?×2問 1面?6.96?×6.12 N-57.0。-WSD14→119→79(61・62・66)

22 SB78 2E3・E4・F3・F4 3?×2問 な し?5.91?×3.80 N-61.0。-W(61・66)

22 SB79 2F4 2?×1問 な し?4.69?×4.39 N-57.0。-W119→79(62)

22 SB99 2F2・F3 3×1問 2面6.36×6.21 N-61.0。-W61→99→100・SK57(62・119)

23 SB100 2F3 2×1問 な し4.7×3.48 N-34.5。-E99→100

23 SB207 4・6北F1・F2・G1・G2 5×2問 1面10.72×6.00 N-62.0。-W247・SD265→207

24 SB247 4・6北F1・F2・G2 5?×2問 な し9.24×4.69 N-58.0。-W247→207

25 SB241 412・13・J2 5×2問 な し11.53×3.79 N-72.0。-WSG220→241(246)

25 SB246 412・13・J2 4×1問 な し10.61×5.15 N-73.0。-WSG220→246(241)

26 SB226 5L2・L3 3間 不 明5.31 N-65.0。-WSK225→226(245)

26 SB245 5L2 3×1問 な し5.03×3.24 N-27.0。-E245→SD221(226)

※記号SBは 省略

6中 世 ・近世の遺物

(1)中 世 陶 磁 器

中世陶磁器には、中国か らの輸入陶器である、青磁 ・白磁 と、国産陶器である、瀬戸 ・美濃

産陶器、信楽焼、須恵器系陶器、産地不明の姿器系陶器がある。内容について以下に記述す る

が、法量等の細かい属性については、観察表に示 したので、参照されたい。

青磁 ・白磁(第39図21～24)

青磁2点 、白磁2点 が出土 した。23がSX114の 出土であるが、他 は遺構外からの出土であ

る。21は 、口禿の白磁碗である。胎土は緻密で、微細 な黒色粒が認められる。横田 ・森田分類

による白磁IX類(横 田 ・森田1978)に 該当 し、13世 紀中頃から14世紀初頭 に位置づけ られる。

6区 南の遺構検出面か らの出土である。22は 、青磁碗の口縁部破片である。焼成は非常に良好

で、胎土は緻密である。内面に、劃花文による、草花 と思われる文様が施される。前述の分類

では、龍泉窯系青磁碗12a類 に該当し、12世 紀中頃か ら後半に位置づけられる。23は 、青磁

碗 の体部破片である。内面の底部に近い部分に1条 の横方向の沈線が入 る。胎土はあまり良好

ではなく、貫入が入る。24は白磁皿で、胎土は白色、焼成はあまり良 くなく、陶器に近い。外面

は、部分的にピンク色を帯びる。貫入が入る。白磁皿B群(小 野1982)に 該当し、15世 紀に位

置づけられる。

瀬戸 ・美濃産陶器(第39図26・27)

2点 が出土 した。ともに4区 か らの出土である。近世に含 まれるものがあるが、一括 して内

容を述べ る。26は 、灰粕折縁皿で、大窯第4段 階前半(藤 澤1993)に あたる(16世 紀末)。 内面

白 磁 】X類

龍泉窯系青磁碗

白磁 皿B群

灰 粕 折 縁 皿
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志 野 の 皿

甕 器 系 陶 器

須恵器系陶器

は、内削ぎによる文様が入る。27は 、志野の皿である。登窯第1小 期になる(17世 紀初頭)。 内

面に鉄絵の文様が施される。

信 楽(第39図28)

28の1点 のみの出土である。口縁部の破片で、上端はやや間延びした玉縁状 となる。ロクロ

整形で、無粕である。器面には、長石のふき出 しが認められる。胎土は灰白色で、砂粒や小礫

が多い。口縁部の形態 を考慮すると、16世 紀後半以降と考えられる。

甕器系陶器(第39図29～36・ 第40図37・38・40～43)

当遺跡では、破片数にして21点 が出土 した。中世陶器の中で最 も出土量が多 く、遺構中か ら

出土が確認 される。甕9点 、鉢 ・揺鉢5点 を図示 した。産地は不明であり、県内 もしくは近隣

県で生産されたと推測 される。13～14世 紀代 と捉えてお く。

29～36は 、甕である。29は 、体部上半から頚部にかかる部分で、無粕である。内外面 に横方

向のナデが入 る。赤灰色～灰赤色 を呈する。30は 、体部上半の、頚部に近い部分である。外面

に、頚部 との接合がはがれた痕跡がある。灰赤色を呈する。32は 、体部上半の部分で、胎土は

30と よく似る。31は 、体部上半の、頚部にかかる部分である。外面は、オリーブ褐色を呈する。

内面はナデ調整を行なっているようであるが、指頭圧痕が残る。胎土は灰白～灰色で、粗砂 ・

小礫 を多 く含む。35・36は 、胎土や内面の状態、同一の出土地点から判断して、31と 同一個体

と考えられる。35は 、体部下半、36は 体部中央付近 と思われる。内面に、ヘラ状工具による平

行なナデが認められる。33は 、体部上半の部分である。無粕で、内面には輪積痕が残る。胎土

は灰色で粗砂 を含む。断面に空隙が認められる。34は 、体部下半の破片である。外面は、平滑

に丁寧に調整 され、内面には指押 さえの痕跡 と、ナデが認め られる。外面の色調や胎土は灰色

で、0.5～2mm程 度の白色粒子が 目立つ。

37～40は 、鉢・揺鉢である。37は 、推定口径が314mmの 鉢である。ロクロ整形である。胎土の

色調はにぶい赤褐色である。38も 鉢の口縁部破片である。口縁端部は、溝状になる。外面の色

調は、にぶい褐色で、胎土は灰黄色 を呈する。胎土には粗砂 ・小礫の混入が目立ち、空隙があ

る。40は 、揺鉢の体部破片で、内面に卸 目が認め られる。胎土に白色粒の混入が 目立ち、34と

類似する。外面の色調は、灰褐色、胎土及び内面は、黄灰色を呈する。

41は 、甕あるいは壷の底部か ら体部下半にかかる破片である。焼成は良好で、外面に部分的

に自然粕が認められる。胎土には、黒色の粒子が含 まれ、灰白色 を呈する。底面には、平行な

線状の痕跡が認め られるが、切 り離しの痕跡かどうかは不明である。42・43は 、鉢の底部であ

る。42は 、外面に部分的にナデ調整が認められるが丁寧ではない。内面は使用よると思われる

摩滅が認められる。胎土は30に似 る。外面は、灰赤色、内面は灰色を呈する。43は 、外面にヘ

ラ状工具によるナデが認め られる。内面は摩滅 している。胎土 には、白色の粒子が少量混 じ

る。外面の色調は、にぶい榿色、胎土お よび内面は黄灰色である。

須恵器系陶器(第40図39)

39の1点 のみが確認 され、1区 表土中から出土 した。鉢の口縁部である。ロクロ整形で、口

縁部の端面はやや丸みを帯びる。残存部に卸目は認められない。胎土は灰色 を呈 し、緻密で焼

成は良好である。12世 紀後半か ら13世紀代に位置づけられると考えられる。

(2)近 世 陶 磁 器
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近世陶磁器には、中国産の青花、国産陶磁器 として、肥前磁器 と、瀬戸 ・美濃産陶器、産地

不明のものがある。瀬戸 ・美濃産陶器については、中世の項 目でまとめて説明 したので、それ

以外のものについて述べる。出土状況であるが、表土中からの出土がほとんどで、遺構に明確

に伴 うものはない。

青 花(第39図25)

25は 、青花碗である。外面には唐草文と思われる文様が、内面は文様の一・部 しか分か らない

が、植物文と思われる文様が描かれる。高台畳付には、籾殻状の付着物が認められる。胎土は 青 花

白く焼成は良いが、空隙が 目立つ。潭州窯産で、16世 紀末から17世紀初頭に位置づけ られる。 ラ章 州 窯

肥前磁器(第40図44・45・47～50)

44・48・49は 、肥前産の染付磁器である。44は 、一重網 目文が施された壷 と思われる。外面 肥前染付磁器

に粕がかかるが、丸 く虫食い状 になっている。48は 碗で、外面にコンニャク印判の文様が施 さ

れる。49は 、筒型の湯飲碗の底部と思われる。内外面に染付の圏線が施 される。 これ らの年代

は、17世 紀後半から19世紀である。

45・47・50は 、波佐見の染付磁器 と考えられる。45は 、筒型の湯飲碗 と思われる。外面に竹 波 佐 見

と思われる植物文が施される。47は 、碗の口縁部破片である。内面に網 目文と思われる文様が

施される。50は 、碗の底部である。外面の体部下に、2本 の圏線が入る。年代は18世 紀代であ

る。

産地不明近世陶器 ・土器(第40図46・51・52)

産地不明の近世陶器について述べる。46は 、小形の陶器碗である。口縁 は玉縁状 になり、透

明粕がかかる。51は 揺鉢の体部破片で、卸目が認められる。内外面に、薄 く鉄粕が施される。

52は、素焼きの土器で鉢 と思われる。ロクロ成形である。焼成は良好で、胎土は榿色、口縁端

部は黄灰色を呈する。

(3)木 製 品

木製品は、当遺跡出土の遺物で最 も出土量が多 く、整理箱で21箱 が出土した。その大半は、

中近世の掘立柱建物跡の柱穴内か ら出土した、柱材 と柱を据えるための礎板である。その他、

加工材(板 材・角材)、SD17溝i跡 か らは、杭が出土 した。なお、柱材 と礎板の内、10点 につい

て樹種 の同定を行なっている。内容についてはV障 を参照されたい。

柱 材(第40図53～ 第43図65・ 写真図版44-102・103)

中近世の掘立柱建物跡の柱材 として使用 されたものである。16点 が出土 し、内15点 を提示す

る。丸太材と角材が出土 してお り、大部分は丸太材である。丸太材は、外皮を除去 した後は側 丸太材と角材

面にほ とん ど加工が認め られないものと、側面に面取 り加工 を施す ものがある。角材は2点

(第43図65・ 写真図版44-102)の みの出土である。以下、個体毎に内容を述べ る。

53は 丸太材で、外皮は除去 されているが、側面に加工は確認されなかった。遺存状態は、柱

の根元部分のみが残 り、腐食が進み、内側が空洞化 している。底面は、工具により平坦に切断

されたと推定されるが、腐食により加工状況は不明である。

54は 、角材であると考えられる。腐食が進んでお り、柱の根元に近い部分が残存 し、加工痕

も不明瞭である。

55は 、丸太材である。腐食が進んでいる。外皮は除去されているが、側面には特 に加工は認
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められない。底面は平坦であ り(鋸 により切断か)、側面にかかる部分には面取 り加工が施され

ている。

56は、丸太材である。外皮は除去 されている。側面の加工の有無は不明である。遺存状態

は、柱の根元部分のみが残 り、腐食が進み、内は空洞化 している。底面の加工状況は不明であ

るが、平坦に仕上げられた と推定される。

57は、丸太材である。外皮は除去されているが、側面に加工は認め られない。遺存状態は、

柱の根元部分のみが残 り、腐食が進み、中が空洞化 している。底面の加工状況は不明であるが、

平坦に仕上げられたと推定される。

58は、丸太材である。外皮は除去 されてお り、側面に加工は施 されていない。遺存状態は、

柱の根元部分が残る。遺存部分は、比較的残 りが良好である。底面は平坦であ り、鋸により切

断した と考えられる。

59は、丸太材である。側面には、外皮を除去 した際の、2～3cm幅 の平坦な削 りが認められ

る。遺存状態 は、柱の根元部分が残 る。腐食により、内が空洞化 している。底面は、腐食によ

り加工状況は不明瞭であるが、鋸 による切断の後に、部分的に馨状の工具で底面か ら側面にか

けての部分に面取 りを施 した と推定される。

60は、丸太材である。遺存状態は、柱の根元部分が残 るが、残存部は良好に残 り、加工痕は

明瞭に観察 された。側面は、外皮 を除去 した後に、縦方向に幅3～5cmで 整形を施 している。

底面は平坦気味であるが、繋状工具により4～5cmの 幅で整形 している。加重のためか底面に

は硬化 した土が付着 していた。

61は丸太材 と思われるが、かな り腐食が進んでいる。遺存状態は、柱の根元部分が残 る。外

皮は除去されている。側面の加工の有無は不明である。材の底面は残っていないため、底面の

加工状況は不明である。

62は 丸太材である。柱の根元部分が残る。残存部は良好 に残 り、加工痕 は明瞭に観察 され

た。側面は、外皮は除去 した後に、縦方向に3～6cm幅 で、荒 く整形を施 している。底面は、

平坦で、擦痕が認められ、鋸により切断 したと思われる。硬化 した土が付着する。

63は丸太材である。残存部は、柱の根元部分が残る。柱の外皮は除去されているが、側面に

は加工は施 されない。底面は、段差がある切断痕 と、 より小さい加工痕が認め られる。斧等に

よる伐採を行 なった後に、馨等の工具で整形を施 したと推定される。材の直径が小 さく、曲が

りや凹凸が認められることより、建物の柱 よりも、支柱等としての役割が推定される。

64は丸太材である。残存部は、柱の根元部分が残る。残存部の残 りは良好で、加工痕が明瞭

に観察された。材は、1側 面を平坦 に加工 し、断面形は蒲鉾状をなす。側面には、幅3～9cm

幅で、手斧 と思われる工具による、縦方向に連続 した加工が入る。底面 も、繋状工具による加

工が入る。 また、硬化 した土が付着する。

65は、角材である。柱の根元部分が残る。形状はとどめるものの、腐食が進んでお り、加工

痕は観察できなかった。底面は平坦 に仕上げられてお り、硬化 した土壌の付着が認められる。

102(写 真図版44-102)は 、角材である。柱の根元部分が残る。腐食が進んでお り、側面の

加工痕は不明瞭である。断面形は、一隅を隅丸状に仕上げている。底面は平坦であるが、腐食

により切断された状況は不明瞭である。硬化 した土が付着する。
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103は 、柱材 と推定 されが、腐食が進み、材の芯の部分のみが残存 し原形をとどめていない。

礎 板(第44図66～ 第49図83・ 第50図85～ 第52図91・93)

掘立柱建物跡の柱穴内か ら出土 し、柱 を据えるためと考えられる加工材 ・板材等を一括 して

「礎板」として提示する。礎板の類型は以下のようなものがある。

1、 丸太材を適当な長さに切断 し、それを縦に半裁 したもので、2分 割や、さらに細か く裁

断 したものが認められる。縦に断ち割った面は、2次 的加工はほ とんど施されていない。外面

に樹皮が残るものと、ないものがある。前者は加工する前の自然木を使用し、後者は木口に硬

化 した土の付着が認め られることか ら、柱材等に使用 した柱材 を転用 したものと思われる。

2、 角材 を適当な長さに切断し、縦に断ち割ったもの。柱材や建築部材の転用 と思われる。

3、 板材 または角材 を適当な長さに切断 したもの。転用材 と思われる。

なお、柱穴内に据えられる際には、柱を据える面が水平になるように、丸い面を下にして据 え

られる。2段 重ねの場合は、丸い面をもつ材を下にし、その上に板状 もしくは角材状の材を据

えている。以下、個体毎に内容を述べる。

66は 、丸太材を半裁 したものである。側面外側に外皮が残 されていた。裁断された面 も、荒

割 した状況をとどめ、2次 的加工は施 されていないと思われる。実測図下の木口には、摩滅 し

た状態が観察され、転用材 と考えられる。丸太材 を鋸で切断し、さらに縦方向に斧 などの工具

で、断ち割ったと推測される。

67は 、板材になる。礎板用に短 く裁断されたものである。木口は腐食 し、加工状況は観察で

きない。

68は 、丸太材を半裁 したものである。側面外側の外皮は除去されるが、2次 的な加工は認め

られない。裁断された面は腐食が進み、2次 加工の有無は不明である。木口は、平坦な面を形

成 しているが、腐食 により加工状況は不明である。丸太材を鋸で切断した後、さらに縦方向に

斧などの工具で、断ち割ったと推測される。転用材かどうかは不明である。

69は 、丸太材を分割 して作 られたと考えられる。側面外面には、外皮が残されていた。側面

内側は、幅2.5～5cm幅 の縦方向に調整された加工痕が確認される。また、硬化 した土の付着

と、柱が据えられていた痕跡が黒 く変色 して残っていた。実測図上面の木口は、工具による荒

い削 り面が入る。下面の木口は平坦であ り、鋸による切断と思われる。斧等による伐採された

切断面が木口上面にあたると思われる。遺存状況は良好である。

70は 、板材になる。表・裏面は平坦であるが、2次 的な加工による微小な凹凸が認められる。

出土状況では、2片 に分離 していたが、接合 して1個 体 となった。実測図下面の木口は平滑で、

鋸で切断されたと思われる。逆 に、上面の木口には凹凸が認められ、伐採時の面が残されてい

る可能性がある。

71は 、丸太材を縦 に裁断 した板材である。実測図裏面は、丸太材の外側 になり、局部的に削

りの加工が入る。図の表面は平坦であるが、2次 加工は施されず、裁断された面がそのまま残

されたと推測される。木口は、明瞭に平滑な面を形成 してお り、鋸による切断が想定される。

72は 、丸太材を半裁 したものである。側面外側には外皮が残 される。裁断された面は、荒割

した状況をとどめ、2次 加工は施されていない と思われる。両端の木口は平滑な面であ り、鋸

による切断と思われる。

礎 板 の 類 型

丸太材を半裁
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73は、丸太材を縦に半裁 したものである。外皮は除去され、側面外側には、2.5～6cm幅 で縦

方向に加工が入る。側面内側は、縦方向に荒割 りされた面をそのままとどめ、2次 加工 は認め

られない。実測図下の木口は平坦であ り、鋸 による切断と思われる。図上の木口は、硬化 した

土の付着が認められるため、建物の柱材 として使用 したものを切断し、縦に半裁 したものを礎

板に転用 したと考えられる。

74は、丸太材 を縦に裁断 したものである。外側は部分的に外皮 を残すが、実測図裏面の右側

は、縦方向に荒 く割 られた と推測 される。内側は、縦に裁断された面をそのままとどめている

と思われる。実測図上の木口は平坦で、鋸による切断が想定される。図下の木口は、不規則な

割口を示すが、硬化 した土の付着が認められ、柱材などの転用 と思われる。

75は、丸太材 を縦に裁断 したものである。外側は部分的に外皮 を残すが、加工 し平坦 な面を

作 り出 している。内側は、断ち割 った面に荒 く整形を施している。材の心材にあたる部分は、

腐食 したためか、中空 となっている。実測図下の木口は平坦であ り、鋸で切断 したと推定され

る。実測図上の木口は、加工により荒 く整形される。

76は、板材である。腐食により加工状況等は明瞭に観察されなかった。実測図下の木口は、

平坦で鋸により切断されたと考えられる。

77は、板材である。実測図の表面は、平坦 に仕上げられ、手斧 と思われる工具による加工痕

が観察された。右側面にも同様な加工痕がある。右側面と、上下両端の木口は、破損 と腐食に

より、加工状況は不明である。裏面は、荒割 りされた面を残 し、2次 加工は特 に見受けられな

い。外面を丁寧に調整 した元は角材状の材を裁断 し、断ち割って、礎板に転用 したと考えられ

る。

78は、半裁 した丸太材である。外皮は除去 されているが、外側に2次 的な加工は認められな

い。内側や木口は、腐食が進み、加工状況は不明である。

79は、裁断された丸太材である。丸太材の外側を1/3以 下に縦に断ち割ったと考えられる。

外面の外皮は除去されてお り、外側に2次 的な加工は認め られない。内側、実測図上の木口は

腐食が進んでお り、断ち割った後の加工状況は不明である。実測図下の木口は、硬化 した土が

礎 板 に 転 用 付着 してお り、柱材 として使用 した後に礎板 に転用 したと考えられる。

80は 、裁断された丸太材である。丸太材の外側を薄く縦に断ち割ったものと考えられる。外

側の外皮は除去されてお り、外側 に2次 的な加工は認められない。内側は、平坦な面に仕上げ

られてお り、2次 的な加工が施 されたと思われるが、腐食により加工痕は不明瞭である。実測

図下の木口には、硬化 した土の付着が認められるため、柱材 として使用 した後に礎板に転用 し

たと考えられる。

81は 、角材 を短 く裁断し、縦方向にも裁断した と思われる。やや腐食 してお り、表面の加工

痕は不明瞭であるものの、右側面は平坦に加工された面を残す。正面 ・右側面 ・裏面は、縦に

荒割 された面を残 し、この部分は二次的な加工は施 されなかったと考え られる。上下の木口

は、荒 く切断された面 を残 し、斧状の工具による切断が推定される。

82は 、丸太材 を縦に薄 く裁断し、板状にした ものである。外面の外皮は除去されてお り、外

側に2次 的な加工は認められない。やや腐食してお り、内面や上下の加工状況は不明である。

83は 、半裁 した丸太材である。外皮の除去後に、3～5cm幅 の縦方向に連続 した加工が入る。
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実測図左側面と右側面の一部は、外皮を除去 した状況をとどめる。裏面は半裁 した状態をとど

め、2次 的な加工は施されていない。木口は腐食が進んでお り、加工状況は不明である。

85・86は 、板材である。共にSB50EB284か らの出土で、接合する。遺存状況は良好で、共

に、表面 ・裏面 と側面は、平滑 に仕上げられ、加工痕が認められる。上下の木口も平坦に仕上

げ られてお り、鋸による切断が考えられる。

87は 、板材である。遺存状態は良い。表面には手斧 と思われる工具の加工が明瞭に観察 され

た。工具の幅は4～5cmで ある。裏面は、平滑に仕上げられているが、やや腐食 してお り加工

痕は不明瞭である。表面中央に、直径1.3cm程 の円形の盲孔があ り、下方 にも同程度の大 きさの

穿孔が3ヶ 所認められる。下の木口は、鋸 により切断 したと考えられる。上の木口は、幅4～

6cmで 荒い加工痕が入る。

88は 、裁断 した角材である。遺存状態は良い。外面に、縦方向に2～6cmの 連続 した加工痕

が入る。角材を縦方向に裁断したと考えられ、裏面 は、断ち割った状態 をそのまま残 したと思

われる。下の木口は平坦で、鋸で切断したと考えられる。上の木口は腐食してお り、加工状況

は不明である。

89は 、板材と推定される。腐食が進んでお り、加工痕は不明瞭である。表面は、腐食による

凹凸が 目立つが、裏面と側面は平坦に仕上げ られる。上下の木口は平坦で、鋸により切断 され

た と考えられる。

90は 、裁断 した角材である。元は角材の柱材であったものを、薄 く裁断したと思われる。遺

存状態は良好である。実測図表面には、2～4cmで 荒い加工跡が入る。裏面は平坦であ り、鋸

で切断されたと考えられる。右 ・左側面は、平滑に仕上げられる。上側面はやや荒い面を残 し、

下側面は粗 く割 りとられたような面を残す。

91は 、半裁 した丸太材である。外皮を残す。内面は、縦に半裁した後、2次 的な加工を施 し、

平坦に仕上げる。実測図上の木口は、荒い加工痕が認め られ、斧等の工具により伐採された際

の ものと思われる。下の木口は、斜方向にV字 状に切断され、平坦な面 を形成する。鋸等で切

り離 し、部分的に加工を施 したと考えられる。

93は 、裁断 した丸太材 と考えられる。遺存状態は良好である。実測図表面には、3～7cm幅

の荒い加工痕が入る。裏面は、元の材から割 りとったと思われる荒い裁断面を残 し、2次 的な

加工は認められない。右側面は、丸太材の外形をとどめる。

加工材 ・板材(第49図84・ 第52図92)

柱材 ・礎板以外のものを一括する。84は 、半裁 した丸太材である。外皮 は除去 されてお り、

2次 的な加工は認められない。内側の裁断 した面の右側の部分には、平坦面が認められ、2次

的な加工 を施 したと考えられる。上下の木口は、腐食が進んでお り、裁断した状況や後の加工

状況は不明である。元々礎板 として作 られた ものが廃棄された可能性がある。92は 、板材で薄

く加工 されている。遺存状態は、ほぼ良好である。上下は破損 してお り、元の長 さは不明であ

る。薄い形状か ら、曲物等の部材の可能性が考えられる。

杭(第53図94～98)

94～98は 、丸太材の先端を加工 した杭である。すべてSD17か らの出土である。3.3～5cm丸 太 材 の 杭

程の直径で、自然木の先端のみに簡易的に加工を施 している。94は 、曲がった丸太材を用い、
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砥

茶

石

臼

外皮が残る。先端を錠状の工具によりそぎ落とし、尖 らせている。95は 、真っす ぐな丸太材を

用い、先端に同様 な加工 を施す。外皮 は無いが、側面には二次的加工 は施 されない。96は 、

まっす ぐな丸太材を用い、先端の加工は全周ではなく、荒い加工 を片面のみに施す。側面には

部分的に外皮が残る。97は 、腐食が進んでお り、原形 を保っているのは、杭の先端部のみであ

る。先端の加工は全周ではなく、片面のみに施す。残存部については外皮は残っていない。98

も、腐食が進んでお り、杭の先端部が原形をとどめる。先端の加工 は全周ではなく、2/3程 度

に先端を尖 らせる加工 を施す。残存部については、外皮 は残っていない。

(4)石 製 品

砥石 と石臼が出土 している。第54図99・100は 砥石である。99は 、断面は頂部が丸い台形状

を呈する。主要な砥 ぎ面は3面 と思われるが、部分的に研磨された面も認められる。 また、敲

打使用による窪みが認められる面がある。100は 、長方形立方体状を呈 し、実測図の正面・裏面

の2面 に部分的な研磨が認め られるが、使用頻度は低いと思われる。

第54図101は 、石 臼である。下臼の推定径 は324mmを 測 る。形態か ら茶 臼と考えられる。上

面 ・側面は、丁寧に研磨 されているが、底面には荒い加工痕が残る。破損 した断面には、明瞭

に漆 による接合 した痕跡が認められる。
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第54図 石製品
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表5陶 磁器観察表

番
号
図 写
版 真

種類 ・器種 生産地 地区
遺構 ・層位 計測 値(mm)

グ リッ ド ロ径 底径 器厚
文様 ・調 整 ・年代 他

21 3929 白磁 ・碗 中国 6区 南 D5-S5(160) 3.5 透明粕(内 外)ロ クロ ロ禿RP28胎 土緻密 ・黒色
粒 混 焼成良好 白磁IX類(13世 紀中頃～14世 紀 初頭)

22 3929 青磁 ・碗 中国龍泉窯4区 J5-S5 3

(内)草 花 文(劃 花文)(内 外)ロ クロRP5胎 土緻
密 焼成 良好 龍 泉 窯系 青磁碗12a類12世 紀 中 頃
～後半

23 3929 青磁 ・碗 中国 2区 拡張 SX114 4
(内)圏線(内 外)ロ クロ 胎土に細砂少量混 焼成良
好 貫入 中世

24 3929 白磁 ・皿 中国 4区 (100) 4.5
透明粕(内)ロ クロ(外)ロ クロ ・ケズ リ 胎土緻密
焼成やや軟質 白磁皿B群(15世 紀)

25 3929 青花 ・碗 中国潭州窯1区 表土50 4
(外)唐 草 文(内)植 物文?(内 外)ロ クロ(底)高台
に籾殻 状の付 着物 胎 土緻密 焼 成良好16世 紀末
～17世 紀初頭

26 3929 陶器 ・折縁 皿 瀬戸 ・美濃 4区 表 土(104) 5 (内)内 削 灰粕(内 外)ロ クロ 胎土緻密 焼成良好 大窯第
4段 階前 半(16世 紀末)

27 3929 陶器 ・皿 瀬戸 ・美濃 4区 TT2 4.5
(内)鉄 絵 長石粕(内 外)ロ クロ 胎土緻密 焼成
良好 登窯第1小 期(17世 紀初頭)

28 3929 陶器 ・壺 信楽 5区 TT6(180) 11.5 (内外)ロ クロ 胎土 に砂粒混 焼成 良好16世 紀後半
以降?

29 3930 盗器系陶器 ・甕 2区
E3
(SD4東 隣) 12.5 (内外)ロ クロ 胎土に粗砂少量混 焼成良好

30 3930 盗器系陶器 ・甕 1区 SP3 14 (内外)ナ デ 粗砂・礫少量混 焼成良好

31 3930 盗器系陶器 ・甕 2区 拡張 SX114-F 12 外面に自然粕RP23胎 土に砂粒混 焼成良好

32 3931 盗器系陶器 ・甕 4区 表土 13.5 (内)ナ デ ・オサエ(外)ナ デ 胎土 に粗 砂少量混 焼
成良好

33 3930 盗器系陶器 ・甕 4区 SK240 14
(内外)ナ デ ・輪積み痕 胎土 に粗砂 混 焼成良好5
区SD234の 破 片 と接 合

34 3930 盗器系陶器 ・甕 5区 表土 11.7
(内)ナ デ ・オサエ(外)ナ デ 胎土 に粗 砂 ・白色粒混
焼成良好

35 3930 甕器系陶器 ・甕 2区 拡張 SX114 12 (内)ナ デRP24胎 土 に粗砂混 焼 成良好

36 3930 盗器系陶器 ・甕 2区 SX65掘 り方 12.5
(内外)ナ デ 胎土 に粗砂混 焼成 良好2区 拡張 区
SX114RP22と 接 合

37 4031 盗器系陶器 ・鉢 4区 表 土(314) 9 (内外)ロ クロ 胎土に砂粒少量混 焼成良好

38 4031 盗器系陶器 ・鉢 4区 SG220-F 11 (内外)ロ クロ 胎土に砂粒混 焼成良好

39 4031
須恵器系陶器・
鉢

1区 表土 9.4
(内外)ロ クロ 胎土 に粗砂少量混 焼成良好12世 紀
後半～13世 紀?

40 4031
甕器系陶器・揺
鉢

1区 表土 11
(内)卸 目(外)ナ デ 漆接 胎土 に粗 砂 ・白色粒混
焼成良好

41 4031 盗器系陶器 ・甕 4区 TT2 13 (内外)ロ クロ 胎土 に砂粒 ・黒色粒 混 焼成良好

42 4031 盗器系陶器 ・鉢 2区 拡張 SX114-F(113) 13
(内)不 明(外 ・底)ナ デ 内面 の器面剥落RP25粗砂
・白色粒混 焼成 良好

43 4031 盗器系陶器 ・鉢 6区 南 表 土(120) 16
(内)不 明(外)ロ クロ 中世 胎土 に粗 砂 ・白色粒混焼成良好

44 4029 磁器染付・壷 肥前 4区 TT2 3.5 (外)一 重網 目文(内 外)ロ クロ 胎 土緻密 焼成良好17世 紀後半

45 4029
磁器染付・湯飲 波佐見
碗

3区 SK103 6.5
(外)植 物文?(内 外)ロ クロ 胎土 緻密 焼成良好
18世 紀後半

46 4029 陶器 ・碗 不明 4区 3・4H 4 透明粕(内 外)ロ クロ 胎土緻密 焼成良好

47 4029 磁器染付・碗 波佐見 3区 SK103 4.5 (外)草 花 文(内)網 目文(内 外)ロ クロ 胎土緻密焼
成良好18世 紀

48 4029 磁器染付・碗 肥前 5区 拡張 表土 4
(外)コ ンニ ャク印判(内 外)ロ クロ 胎土緻密 焼成
良好17世 紀末～18世 紀 前半

49 4029
磁器染付・湯飲 肥前
碗

4区 (40) 5 (内外)圏 線(内 外)ロ クロ 胎土緻 密 焼成良好18
世紀後半～19世 紀

50 4029 磁器染付・碗 波佐見 3区 SX117(50) 5
(外)圏 線(内 外)ロ クロ 胎土緻密 焼成良好18世
紀

51 4029 陶器 ・播 鉢 不明 3区 SK103 8.5 (内外)ロ クロ 胎土 に砂粒混 焼成 良好17世 紀前半

52 4029 土器 ・鉢 4区 表土 9.5 (内外)ロ クロ 胎土に砂粒混 焼成良好

表6

※( )内 の数値は推定復元値を表わす

木 製品観察表

番
号
図 写
版 真 種類 地区

遺構 ・層位

グリ ッド

計測値(mm)

長さ 幅 厚 さ ・径
形状 ・加工状 況 ・遺物番号 他

53 4032 柱材1区 SP67 〔281〕166 139 丸太材

54 4032 柱材2区 SP59 〔324〕 〔93〕 〔52〕 角材

55 4132 柱材2区 SB66EB60 〔318〕169 161 丸太材

56 4132 柱材1区 SP68 〔202〕145 143 丸太材
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番
号
図
版
写
真
種類 地区

遺構 ・層位

グリ ッド 長さ

計測値(mm)

幅 厚 さ ・径
形状 ・加工状況・遺物番号 他

57 41 32 柱材 1区 SP71 〔195〕 〔117〕 〔125〕 丸太材

58 41 32 柱材 1区 SP95 〔338〕 128 125 丸太材

59 42 33 柱材 1区 SP86 〔450〕 155 155 丸太材 ・RW18

60 42 33 柱材 6区 南 SP305 〔402〕 183 158 丸太材 、側面に加工あ り

61 42 33 柱材 4区 SB207EB212 〔350〕 〔92〕 〔82〕 丸太材?

62 42 33 柱材 6区 南 SB328EB298 〔480〕 206 190 丸太材

63 42 34 柱材 6区 南 SP282 〔353〕 78 71 丸太材

64 43 34 柱材 6区 南 SB50EB292 〔525〕 230 165 丸太材

65 43 34 柱材 6区 南 SB50EB286 〔161〕 179 160 角材

66 44 35 礎板 1区 SB20EB23 230 155 87 半裁した丸太材 RW7

67 44 34 礎板 1区 SB20EB23 143 148 31 板材RW6

68 44 35 礎板 1区 SB20EB23 205 136 55 半裁した丸太材 RW8

69 45 35 礎板 1区 SB20EB25 275 231 84 半裁した丸太材

70 45 36 礎板 1区 SB20EB26 190 180 30 板材RW19・ 20の2片 が接合

71 46 36 礎板 1区 SB20EB39 165 125 35 板材RW2

72 46 36 礎板 1区 SB20EB39 233 183 74 半裁した丸太材 RW1

73 46 37 礎板 1区 SB20EB40 174 158 86 半裁した丸太材

74 46 38 礎板 1区 SB20EB40 213 110 42 半裁した丸太材 RW12

75 47 37 礎板 1区 SB50EB51下 282 278 103 半裁した丸太材 二段 目の礎板RW10

76 47 38 礎板 1区 SB50EB51上 320 164 61 板材 一段目の礎板 RW9

77 48 38 礎板 1区 SB50EB53 445 138 60 板材RW11

78 48 38 礎板 1区 SB20EB28 〔230〕 118 〔50〕 半裁した丸太材

79 48 39 礎板 1区 SP76 220 136 27 裁断した丸太材

80 48 39 礎板 1区 SP87 240 106 18 裁断した丸太材

81 49 39 礎板 1区 SP82 113 130 80 裁断した角材

82 49 39 礎板 1区 SP84 139 102 17 裁断した丸太材

83 49 39 礎板 1区 SP85下 156 130 74 半裁した丸太材

84 49 40 加工材 1区 SDI7西 220 151 45 半裁した丸太材 RW16

85 50 40 礎板 6区 南 SB50EB284 267 190 46 板材86と 接 合

86 50 40 礎板 6区 南 SB50EB284 267 187 51 板材85と 接 合

87 51 41 礎板 6区 南 SB50EB276 264 232 51 板材

88 51 41 礎板 6区 南 SB50EB286 165 115 45 裁断した角材

89 51 41 礎板 6区 南 SB50EB284 288 〔149〕 31 板材

90 52 42 礎板 6区 南 SB50EB289 134 140 32 裁断した角材

91 52 42 礎板 6区 南 SP326 240 155 95 半裁した丸太材

92 52 42 板材 6区 南 SK303 〔388〕 65 6 薄く加工した板材

93 52 42 礎板 6区 南 SB50EB291 192 132 37 裁断した丸太材

94 53 43 杭 1区 SDI7 〔587〕 50 44 丸太材の先端のみを加工

95 53 43 杭 1区 SDI7 〔495〕 48 40 丸太材の先端のみを加工

96 53 43 杭 1区 SDI7 〔411〕 39 36 丸太材の先端のみを加工

97 53 43 杭 1区 SDI7 〔260〕 33 24 丸太材の先端のみを加工

98 53 43 杭 1区 SDI7 〔356〕 37 30 丸太材の先端のみを加工

102 44 柱材 6区 南 SB50EB291 〔260〕 170 155 角材

103 44 柱材 1区 SB20EB26 〔110〕 〔110〕 〔90〕 RW15

※ 〔 〕内の数値 は、残 存長 を表わす

表7石 製品観察表(中 近世)

番 図
号 版

写
真
器種 地区

遺構 ・層位

グ リッ ド
石材
長さ 直径

計測値(mm)

幅 厚さ・高さ 重量(9)

破損

状況
調整 ・遺物番号 他

9954 44 砥石 1区 SP75 流紋岩 105 60 65 594.7 完形 研磨、 3面 の使用 面

10054 44 砥石 4区 表土 凝灰岩 107 47 30.5 287.0 完形 2面の使用面

10154 44 石臼 6区 SD264 安山岩 (324) 70 1168.5 1/8以 下残存 補修用の漆が付着 、底面に敲打痕。

※( ) 内の数値は推定復元値を表わす
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自然科学的分析

上野遺跡 における理化学分析

株式会社古環境研究所

1上 野遺跡における放射性炭素年代測定

1は じ め に

上野遺跡の発掘調査では、中近世の掘立柱建物跡が検出された。そこでこれら遺構の年代 を

検討する 目的で、放射性炭素年代測定 を行 った。測定にあたっては、米国のBetaAnalytic

Inc。の協力を得た。

2試 料 と 方 法

測定試料は、1区SB20bEB26(第45図70)出 土の板材(礎 板)、1区SB50EB51(第47図75)

出土の板材(礎 板)、2区SB66SP60(第41図55)出 土の柱材、6区 南SB50EB292(第43図64)

出土の柱材の4点 である。

加速器質量分析(AcceleratorMassSpectrometry;AMS)法 による放射性炭素年代測定

の手順は以下の とお りである。

まず、試料に二次的に混入 した有機物 を取 り除くために、以下の前処理(酸 一アルカリー酸

処理)を 行った。

1)蒸 留水中で細か く粉砕後、超音波および煮沸により洗浄

2)塩 酸(HCI)に より炭酸塩 を除去後、水酸化ナ トリウム(NaOH)に より二次的に混入 した

有機酸を除去

3)再 び塩酸(HCI)で 洗浄後、アルカリによって中和

4)定 温乾燥機内で80℃ で乾燥

前処理後、試料中の炭素を燃焼 して二酸化炭素に変え、これを真空 ライン内で液体窒素、 ド

ライアイス、メタノール、n一ペ ンタンを用いて精製 し、高純度の二酸化炭素を回収 した。 こう

して得 られた二酸化炭素を鉄触媒による水素還元法でグラファイ ト粉末とし、アルミニウム製

のターゲッ トホルダーに入れてプレス機で圧入 しグラファイ トターゲットを作製 した。これら

のターゲッ トをタンデ トロン加速器質量分析計のイオン源にセッ トして測定を行った。

測定試料と方法を表8に まとめた。

表8試 料と方法(放 射性炭素年代測定)

試料名 試料採集箇所 図版 種類 前処理 ・調整 測定法

Nα1 1区SB20bEB26 第45図70 板材(礎 板) 酸 一アル カリー酸洗浄 AMS

Nα2 1区SB50EB51 第47図75 板材(礎 板) 酸 一アル カリー酸洗浄 AMS

Nα3 2区SB66EB60 第41図55 柱材 酸 一アル カリー酸洗浄 AMS

Nα4 6区 南SB50EB292 第43図64 柱材 酸 一アル カリー酸洗浄 AMS

※AMS (AcceleratorMassSpectrometry)は 、 加速器質量分析法。
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3結 果

年代測定結果を表9に 示す。

表9測 定結果

試料名 測 定No.

(Beta-)

14C年 代

(年BP)
δi3C

(%。)

補正i4C年 代
(年BP)

暦年代(西 暦)

No.1 212933 980±40
一25
.7 970±40 交 点.cal

1σ.cal

.cal

2σ.cal

AD1030

AD1020～1050,

AD1100～1140

AD1000～1170

No.2 212934 800±40 一26 .3 780±40 交 点.cal

1σ.cal

2σ 曾cal

AD1260

AD1230～1280

AD1190～1290

No.3 212935 490±40 一24 .1 500±40 交 点.cal

1σ.cal

2σ.cal

AD1420

AD1410～1440

AD1400～1450

No.4 212936 870±40 一26 .1 850±40 交 点.cal

1σ.cal

2σ.cal

.cal

AD1200

AD1170～1240

AD1050～1100,

AD1140～1270

1)14C年 代 測 定値

試料の14C/12C比 か ら、単純 に現在(AD1950年)か ら何年 前か を計算 した値。14Cの 半 減期

は、国際 的慣 例 によ りLibbyの5,568年 を用 いた。

デルタ

2)δ13C測 定値

試料の測定14C/12C比 を補正するための炭素安定同位体比(13C/12C)。 この値 は標準物質

(PDB)の 同位体比からの千分偏差(%。)で 表す。

3)補 正14C年 代値

δ13C測 定値から試料の炭素の同位体分別 を知 り、14C/12Cの 測定値 に補正値を加えた上で

算出 した年代。

4)暦 年代

過去の宇宙線強度の変動 による大気中14C濃 度の変動を較正す ることによ り算出 した年代

(西暦)。calはcalibrationし た年代値であることを示す。較正には、年代既知の樹木年輪の

14Cの 詳細な測定値
、およびサ ンゴのU-Th年 代 と14C年 代の比較により作成 された較正 曲線

を使用 した。最新のデー タベースでは約19,000年BPま での換算が可能 となっている。ただ

し、10,000年BP以 前のデー タはまだ不完全であ り、今後も改善される可能性がある。
シグマ

暦年代の交点とは、補正14C年 代値 と暦年代較正曲線 との交点の暦年代値を意味する。1σ

(68%確 率)と2σ(95%確 率)は 、補正14C年 代値の偏差の幅を較正 曲線に投影 した暦年代

の幅を示す。 したがって複数の交点が表記 される場合や、複数の1σ ・2σ 値が表記 される場

合 もある。
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4所 見

得 られた年代値 を同位体分 別効果 に よ り補正 し、 さらに暦 年代較正 を行 った結 果、試料Nα1

で は970±40年BP(2σ の暦 年代でAD1000～1170年)、 試料Nα2で は780±40年BP(同AD

1190～1290年)、 試料No.3で は500±40年BP(同AD1400～1450年)、 試料No.4で は850±40年

BP(同ADIO50～1100年 、AD1140～1270年 の年代 値が得 られた。

2上 野遺跡における木材樹種同定

1は じ め に

木材は、セルロースを骨格 とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質か ら、概ね属 レベ

ルの同定が可能である。木材は、花粉などの微化石 と比較 して移動性が少ないことか ら、比較

的近隣の森林植生の推定が可能であり、遺跡か ら出土 したものについては、木材の利用状況や

流通を探 る手がか りとなる。

2試 料

試料は、中近世の掘立柱建物跡より出土 した、柱材6点 と板材(礎 板)4点 の計10点 の木材

である。

3方 法

カミソリを用 いて試料 の新鮮 な横断面(木 口と同義)、 放射断面(柾 目と同義)、 接線断面

(板目と同義)の 基本三断面の切片を作製 し、生物顕微鏡によって40～1000倍 で観察 した。同

定は、解剖学的形質および現生標本 との対比によって行った。

4結 果

結果を表10に 示 し、主要な分類群の顕微鏡写真 を図版に示す。以下に同定の根拠 となった特

徴を記す。

表10木 材樹種同定

番号 地区 出土地点 図版 試料 結果(学 名/和 名)

1 1区 SB20bEB26第45図70板 材(礎 板) CastaneacrθnataSieb.etZucc.ク リ

2 1区 SB50EB51 第47図75板 材(礎 板)Fraxinus トリネ コ属

3 2区 SB66EB60 第41図55柱 材 CastaneacrθnataSieb.etZucc.ク リ

4 6区 南SB50EB292 第43図64柱 材 CastaneacrθnataSieb.etZucc.ク リ

5 1区 SB20EB23 第44図67板 材(礎 板) CastaneacrθnataSieb.etZucc.ク リ

6 6区 南SP305 第42図60柱 材 CastaneacrθnataSieb.etZucc.ク リ

7 6区 南SB50EB286 第43図65柱 材 CastaneacrθnataSieb.etZucc.ク リ

8 6区 南SB328EB298第42図62柱 材 CastaneacrθnataSieb.etZucc.ク リ

9 6区 南SB50EB284 第50図85板 材(礎 板) Castanθacrθnat∂Sieb.etZucc.ク リ

10 6区 南SB50EB291 写真 図版 柱材
44-102 Castalleacrθ 刀∂亡∂Sieb.etZucc.ク リ

ク リCastaneacrellataSieb.etZucc.ブ ナ科 図版1・2・3

横 断 面:年 輪のは じめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管

が、火炎状に配列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面:道 管の穿孔は単穿孔である。放射組織 は平伏細胞か らなる。

接線断面:放 射組織は単列の同性放射組織型である。
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以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。

落葉の高木で、通常高さ20m、 径40cmぐ らいであるが、大きいものは高さ30m、 径2mに 達す

る。耐朽性が強 く、水湿によく耐 え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、家具、器具、

土木、船舶、彫刻、薪炭、椎茸ほだ木など広 く用いられる。

トネリコ属Fraxinusモ クセイ科

横 断 面:年 輪のはじめに、大型で厚壁の丸い道管が、ほぼ単独で1～3列 配列する環孔材

である。孔圏部外では、小型でまるい厚壁の道管が、単独 あるいは放射方向に2～3個 複合 し

て散在する。早材か ら晩材にかけて道管の径は急激に減少する。軸方向柔細胞は早材部で周囲

状、晩材部では翼状から連合翼状である。

放射断面:道 管の穿孔 は単穿孔である。放射組織は同性である。

接線断面:放 射組織は同性放射組織型で、1～3細 胞幅である。

以上の形質よりトネリコ属に同定される。 トネリコ属 にはヤチダモ、 トネリコ、アオダモな

どがあ り、北海道、本州、四国、九州に分布する落葉 または常緑の高木である。材は建築、家

具、運道具、器具、旋作、薪炭など広 く用いられる。

5所 見

同定の結果、上野遺跡出土木材のうち、柱材6点 はすべてクリであった。板材(礎 板)4点

は、クリ3点 、 トネリコ属1点 であった。主に、重厚で保存性が良 く建築材に適するクリが用

いられている。クリは温帯に広 く分布する落葉広葉樹であ り、暖温帯と冷温帯の中間域では、

純林 を形成することもあ り、乾燥 した台地や丘陵地を好み、二次林要素でもある。 トネリコ属

は温帯の中部から上部に分布 し、沢沿いなどの適潤地に生育する。いずれも遺跡の周辺地域に

分布 し容易にもたらす ことのできる樹種であった と考えられる。

参考文献

佐 伯 浩 ・原 田浩(1985)針 葉樹 材 の 細 胞.木 材 の構 造,文 永 堂 出版,p.20-48.

佐 伯 浩 ・原 田浩(1985)広 葉樹 材 の 細 胞.木 材 の構 造,文 永 堂 出版,p.49-100.

島地 謙 ・伊 東 隆 夫(1988)日 本 の遺 跡 出 土 木製 品総 覧,雄 山閣,p.296

山 田 昌久(1993)日 本 列 島 にお け る木 質 遺物 出 土遺 跡 文 献 集 成,植 生 史研 究特 別 第1号,植 生 史研 究

会,P.242
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3上 野遺跡における種実同定

1は じ め に

植物の種子や果実は比較的強靱なものが多 く、堆積物中に残存する。堆積物か ら種実を検出

しその群集の構成や組成を調べ、過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行

うことが可能である。 また出土 した単体試料等を同定 し、栽培植物や固有の植生環境 を調べる

ことがで きる。

2試 料

試料は、中近世の溝跡(1区 ・SD17)よ り出土 した水洗選別済みの試料4点 と堆積物1点

である。

3方 法

試料(堆 積物)に 以下の物理処理を施 して、抽出および同定を行った。

1)試 料150c㎡に水 を加え放置し、泥化 を行う。

2)撹 拝 した後、沈んだ砂礫を除去しつつ、0.25mmの 節で水洗選別を行 う。

3)残 渣を双眼実体顕微鏡下で観察し、種実の同定計数を行 う。

同定は肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察 し、形態的特徴 および現生標本 との対比によって行

う。

4結 果

同定されたのは、モモ核のみである。以下に学名および特徴を記し、写真 を添付する。

モ モ ーPrunuspersicaBatsch核(完 形 ・半形)バ ラ科

黄褐色～黒褐色で楕 円形 を呈 し、側面に縫合線が発達する。表面にはモモ特有の隆起があ

る。本遺跡のものは先端が尖 り、左右が非対称になる特徴 を有する。

モモ核 完形が4点(長 さ ×幅 ×厚 さ:22.25mm×17.57㎜ ×13.15㎜ 、23.46mm×18.89㎜ ×

13.69㎜ 、25.55mm×19.31mm×13.32㎜ 、26.68mm× 一㎜ ×14.72mm)、 半形が2点(同:24.04mm

×18.58mm×-mm、25.64mm×20.07㎜ ×-mm)が 同定された。なお、堆積物中か らは種実は検出

されなかった。

5所 見

モモは食用 となる栽培植物であ り、稲作 と共に伝来する。西南 日本を中心に多 くの遺跡か ら

出土 し、弥生時代か ら古墳時代にかけて多 くなる。金原(1996)に よると、奈良時代 までは比

較的対象のモモ核が出土し、平安時代以降は先端が尖 り左右非対称のモモ核が出土するように

なる。

参考文献

笠 原 安 夫(1985)日 本 雑 草 図 説,養 賢 堂,494p.

金 原 正 明(1996)古 代 モモ の 形態 と品 種.月 刊 考 古 学 ジ ャー ナ ルNo.409,ニ ュー サ イ エ ンス社,p.15-19.

南 木 睦 彦(1991)栽 培 植 物.古 墳 時代 の研 究第4巻 生 産 と流 通1,雄 山閣 出 版株 式 会社,p.165-174.
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4上 野遺跡におけるリン ・カルシウム含量分析

1は じ め に

土壌中に含まれるリンやカルシウムの起源 としては、土壌の母材、動物遺体、植物遺体など

がある。また、遺跡の生活面や遺構内には遺体、排泄物、代謝物、食物残渣、燃料灰 などに由

来するリンやカルシウムが蓄積 している。カルシウムは一般に水に溶解 しやすいが、リンは土

壌 中の鉄やアルミニウム と強く結合 して難溶性の化合物 となるため、土壌 中における保存性が

高い(竹 追、1993)。 このようなリンやカルシウムの性質を利用 して、墓状遺構iなどにおける生

物遺体(人 骨など)の 確認、および生活面や遺構面の確認などが試み られている。

2試 料

分析試料は、4区SM218(土 器埋設遺構)か ら採取 された試料12(埋 設土器内の土壌)、 試

料13(掘 方覆土1の 土壌)、 試料14(掘 方覆土2の 土壌:地 山)の3点 である。

3分 析 方 法

エネルギー分散型蛍光X線 分析 システム(日 本電子㈱製,JSX3201)を 用いて、元素の同

定およびファンダメンタルパ ラメータ法(FP法)に よる定量分析を行 った。試料の処理法は

次のとお りである。

1)試 料 を絶乾(105℃ ・24時間)

2)試 料を粉砕 して塩化ビニール製リング枠に入れ、圧力15t/c㎡ でプレスして錠剤試料を作成

3)測 定時間600秒 、照射径20㎜ 、電圧30kV、 試料室内真空の条件で測定

4分 析 結 果

各元素の定量分析結果(wt%)を 表11に 示 し、リン酸(P205)と カルシウム(CaO)の

含量を第55図 に示す。
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表11上 野遺跡における蛍光X線 分析結果

単位:wt(%)

地点 ・試料 4区EU218

12 13 14

原子Nα 化学式 土器内 掘方覆土1 掘方覆土2

11 Na20 2.267 1.078 1.078

12 MgO 0.271 0.310 0.338

13 Al203 14.643 16.891 15.766

14 Sio2 74.383 73.009 74.758

15 P205 0.900 0.921 0.846

19 K20 5.787 4.106 4.285

20 CaO 0.186 0.433 0.376

22 Tio2 0.171 0.404 0.347

25 MnO 0.037 0.125 0.122

26 Fe203 1.331 2.690 2.053

37 Rb20 0.022 0.027 0.022

38 SrO 0.004 0.007 0.Ol1

5考 察

一般に、未耕地の土壌中におけるリン酸含量は0.1～0.5%程 度、耕地土壌では1.0%程 度であ

る。農耕地では施肥による影響が大きく、 目的とする試料の分析結果のみから遺構 ・遺物内に

おける生物遺体の存在 を確認するのは困難である。 このため、比較試料(遺 物・遺構外の試料)

との対比を行 う必要がある。

リン酸含量 は、埋設土器内(試 料12)で は0.90%で あ り、掘方覆土1(試 料13)の0.92%、

掘方覆土2(試 料14)の0.85%と 比較 して差異は認められない。カルシウム含量は、埋設土器

内(試 料12)で は0.19%で あ り、掘方覆土1(試 料13)の0.44%、 掘方覆土2(試 料14)の
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0.38%よ りも低い値 となっている。

以上の結果か ら、埋設土器内の試料12が 採取 された部分に、リン酸やカルシウムを多 く含む

人骨などの生物遺体が存在 していた可能性 は低いと考えられる。

文 献

竹 迫 紘(1993)リ ン分析 法.日 本 第 四紀 学 会編.四 紀 試料 分 析 法2,研 究 対 象 別分 析 法.

東 京 大学 出版 会,p.38-45.

99



皿 まとめと考察

皿 まとめと考察

縄文時代の遺構

平安時代の遺構

SM218

土 器 埋設 遺構

埋 設 形 式

埋 設 方 向

埋 設 位 置

1縄 文 時 代

縄文時代の遺構 は、土坑が6基 検出されただけで、住居跡などの遺構は確認されない。これ

らの遺構の性格 は、廃棄土坑の性格が考えられるものが1基 の他、長楕円形 を呈 し、陥穴と類

似 した形態 を示す ものが認め られるが、性格不明のものが多い。出土遺物から判断 して遺構1の

時期は、中期中葉か ら中期後半にかけての時期と考えられる。遺構の分布状況は散漫であ り、

集落の縁辺部 にあたると思われる。集落中心部は調査区外の北東部に存在すると考えられる。

2平 安 時 代

平安時代の遺構は、SM218土 器埋設遺構 と、SK244が 検出された。住居跡などの遺構 は検

出されない。

ここでは、SM218土 器埋設遺構について、県内の他の検出例を含めて考察 したい。

4区J2グ リッ ドにおいて検出されたSM218(第9図)は 、土坑中に2個 体の土師器甕が、

口縁部を合わせて横位に埋設されていたものである。2個 体の甕は、削平の影響で欠損部位が

多いが、接合の結果、底部を除くおおよその形状を復元することができた。これ ら2個 体の土

師器より、本遺構の構築 時期は、8世 紀第4四 半期から9世 紀第1四 半期にかけての時期と考

えられる。

今回、SM218の 性格を推定するために、埋設土器内の土壌 に残存するリン・カルシウム含量

を分析 したところ、埋設土器内の土壌が採取 された部分 に、 リン酸やカルシウムを多 く含む人

骨 などの生物遺体が存在 していた可能性は低いとい う結果を得た(第 皿章第4節 参照)。 これ

まで本遺構のように特殊 な土器埋設遺構1の機i能・用途等に関しては沼山源喜治氏(沼 山1981)

が示 した、幼児用の甕棺であるという見解が一般的に支持され今 日に至っている。 しかし、本

遺構 に関しては、調査区が農耕地 として利用 されていたため、施肥による影響が大 きかったこ

と、さらに、検 出後の降雨等の阻害要因が多かったことも影響 していると思われるが、甕棺で

あることを立証することので きるデータは得 られなかったことになる。

参考までに、山形県内における奈良 ・平安時代の本遺構のような土器埋設遺構を集成 した と

ころ、筆者の調査 した範囲では11遺 跡12基 の事例が確認された(表12・ 第56・57図)。 詳細 な記

録 を欠 く検出例もあるが、全検出例 において合口横位の埋設形式であることで共通 している。

さらに、1例 を除 くほとん どの検出例で2個 体の赤焼土器または土師器の長胴甕同士 を合口に

していることでも共通 している(例 外の1例 は西谷地遺跡(斎 藤 ・飯塚1994)の 長胴甕と短胴

甕の合口)。埋設方向は、おおよそ長軸が南北方向を向 くか、やや東に傾 く例が大半を占める。

陰陽道における鬼門方位 との関連性 を認められるか とも考えたが、他県の検出例を含めて検討

すると埋設方向は多様であ り、今の ところ何 らかの意味合いや傾向を見出すには至 っていな

い。遺構内における埋設位置については、検出例が少ないため、現時点で明確 な区分 を行うこ
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とは困難であるが、おおよそ方形周溝墓等の墓域であった領域に埋設される類型(1類)、 窯跡

等の丘陵部に立地する生産遺跡周辺に埋設される類型(2類)、 集落の境界付近に埋設される類

型(3類)の 三種類 に大別できそうである。1類 に属す と思われるのが、高瀬山遺跡群第53地

点(阿 部1981)と 高 瀬 山遺跡(1期)SM471(齊 藤 ほか2004)の2例 、2類 に属 す と思 われ る

のが、山海窯跡群EU1(名 和ほか1991)と 平野山古窯跡群第12地 点遺跡EU30(佐 藤 ・須賀

井1998)の2例 、3類 に属すと思われるのが、千河原遺跡土坑墓(野 尻1984)、 藤九郎清水A遺

表12山 形県における土器埋設遺構(合 ロ甕棺)

Nα 遺跡名 所在地 種別(時 代) 遺物
Nα
出土遺構 ・
地点

種別
器種

口径
底径
器高
器厚
底部形状 時代

1
高瀬 山遺跡群
Nα53地点

寒河江市大 字寒河江
字高瀬 山乙978-39

集落跡 ・周溝跡
(旧石 器 ・古墳 ・平安)

一 Nα53地点 土師器
甕

2三〇 320
平底 平安前期

一
Nα53地 点

土師器
甕

2三〇 3皇o
平底 平安前期

2 千河原遺跡 余目町大字千河原字
野中227番地他

集落跡

(平安 ・中世)

1
南精査 区よ り
南東100m地 点

赤焼土器
杯
(134)
54
(42) 回転糸切 11c前 半

2
南 精査 区 よ り
南東100m地 点

赤焼土器
渦

(460)
一 = 一 11c前 半

3
南 精査 区 よ り
南東100m地 点

赤焼土器
大型甕

2全5 〔320〕
一 丸底 11c前 半

4
南 精査 区 よ り
南東100m地 点

赤焼土器
大型甕

2三8 3三5
丸底 11c前 半

3 山海窯跡群 平田町大字山谷新田字
山海

生産遺跡

(縄文 ・平安)

7 B区EU1 赤焼土器
甕

2皇o 317 丸底 平安

8 B区EU1 赤焼土器
甕
220 331

9
丸底 平安

4
藤九郎清水A
遺跡

藤島町大字東堀越字
五輪沢田400番地

集落跡?(平安)
5 SK13 土師器

甕
2皇o 3三〇 U字 鍋底 9-10c

6 SK13 土師器
甕
120 〔350〕

一 U字 鍋底 9-10c

5 西谷地遺跡 鶴岡市大字下川字
西谷地

集落跡
(平安 ・鎌倉)

11 SM1 赤焼土器
甕

2全o 〔460〕
7
丸底? 9後 一10前

12 SM1 赤焼土器
甕

170

106

193

7
平底 9後 一10前

13 SM1覆 土 赤焼土器
杯

1三2
言

一
9後 一10前

6

平野山古窯跡
群
第12地点遺跡

寒河江市大字柴橋字高松他
包蔵地

(縄文)生産遺跡

(奈良 一平安)

14 EU30F1 須 恵器
」不

142

54

40

4.5
回転糸切 9c4/4

15 EU30F1 土師器
杯 響 義 回転糸切 9c4/4

16 EU30F1 土師器
甕

288
104

320

7
平底 9c4/4

17 EU30F1 土師器
甕 1銘

310
平底 9c4/4

7 萩原遺跡
山形市大字長谷堂
字萩原

集落跡
(古墳 ・奈良 一平 安・中世)

22 EU1 土師器
甕
246
(92)

322

6
平底? 9c前

23 EU1 土師器
甕

(236)
一 召

一 9c前

24 EU1 土師器
圷

136

52 署 回転糸切 9c前

8 高瀬 山遺跡(1期)
寒河江市大字寒河江字高
瀬山他

集落跡(旧 石器 ・縄 文 ・
奈良 一平安 ・中世)

墳墓(古 墳)

祭祀(中 世)

18 SM471 赤焼土器
甕 欝

312
平底 奈 良 一平安

19 SM471 赤焼土器
甕

235
120

299

6.5
平底 奈 良 一平安

20 SM646 赤焼土器
甕
(256)
(114)
314

丸底? 奈 良 一平安

21 SM646 赤焼土器
甕

2⊥8 〔286〕
6

一 奈 良 一平安

9 上野遺跡 南陽市大字上野
字上野四他

集落跡(縄
文 ・平安 ・中近世)

9 SM218 土師器
甕

(260)
一

〔285〕

5
一 8c3/4～

9c1/4

10 SM218 土師器
甕

(220)
一

〔300〕

6.5
一 8c3/4～

9c1/4

10 北向遺跡 山形市大字風間
字北向

集落跡(奈良
一平安 ・中世)

一 SH533 土師器
甕

平安
(9c中 頃)

一 SH533 土師器
甕

平安
(9c中 頃)

11 中落合遺跡 南陽市大字中落合 集落跡(古墳
一奈良 ・平 安・中世)

一 EU1 土師器
甕

一

一 EU1 土師器
甕

一
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跡SK13(深 井 ・富樫1992)、 西谷地遺跡SM1、 萩原遺跡EU1(山 口 ・吉田2004)、 高瀬山

遺跡(1期)SM646、 上野遺跡SM218、 北向遺跡SH533(山 形埋文2005a)、 中落合遺跡E

U1(山 形埋文2005b)の8例 である。このうち、3類 とした遺構群については、集落内の建

物跡群に近接する場合 と建物跡群から距離を置 く場合 とがある。遺跡調査区が限定 されている

ため、明確に集落の境界部分 とは断定できない事例が多いと思われる。本遺構 についても、遺

構配置を見る限 りは集落の境界に位置 しているように確認で きるが、今後の調査の進捗 にした

がって様相が変わる可能性がある。なお、宮城県多賀城周辺の遺跡では、道路の辻付近で土器

埋設遺構が多数検出されているが、本県においては明確 な道路遺構の検出例 も少ないためか、

自然科学的分析 この類型はまだ検出されていないようである。最後に、埋設土器内の土壌について自然科学的

分析 を行っている検出例 は本遺跡 を含めて4例 あるが、その うちリン酸含量が高 く、遺体埋納

を示す と判断された例は、高瀬山遺跡(1期)のSM471の1例 のみである。他に、藤九郎清水

遺跡のように埋設土器内部 に骨灰の ようなものが付着 していると報告されている事例 もある

が、人骨埋納の痕跡を立証で きている検出例は極一部である。

以上、本遺構 と山形県における他の土器埋設遺構を合わせて見てきたが、本遺構のように特

殊な土器埋設遺構の機能 ・用途等 に関 して、総 じて幼児用の甕棺であると断定することは困難

なようである。山口博之氏(山 口1996)が 指摘 しているように、甕棺と限定して捉えるよりも

より広 く何 らかの祭祀に関連 したもの として捉 え、様々な角度から分類および再検討 してい く

必要があるように思われる。今回検出されたSM218に ついても、機i能・性格 を早急に導 くこと

は難 しい。現時点では、遺構内における埋設位置 と自然科学的分析の結果を踏まえ、集落と集

落の境界において何 らかの祭祀的な意味合いを込めて埋設された遺構である可能性があるとだ

け認識 しておき、今後の類例の増加 を待っていずれ再検討 したい。

3中 世 ・近 世

龍泉窯系青磁碗

白 磁 碗

青 花 碗

当遺跡で中心となる時期である。検出遺構、出土遺物、自然科学分析を総合 して、当期の集

落の内容を考察する。

出 土 遺 物 か ら判 断 され る集 落 の 時 期 区 分

上野遺跡では、中世陶磁器 として、中国からの輸入陶磁器である、青磁 ・白磁、国産陶磁器

として、須恵器系陶器 ・瀬戸美濃産陶器 ・信楽 ・産地不明の姿器系陶器、近世では、中国産の

青花、国産陶磁器 として瀬戸美濃産陶器 ・肥前磁器などが出土 した。

中世陶器について、時期的内容の概要について述べる。

輸入陶磁器は、12世 紀中頃か ら後半の龍泉窯系青磁碗が出土 している。白磁では、13世紀中

頃から14世紀初頭に位置づけられる白磁碗が出土 している。

盗器系陶器 は、これ らの古手の輸入陶磁器類に伴うと考 えられ、13～14世 紀代 と考えられる。

また、時代が下って、15世 紀代の白磁皿が出土 している。

近世の初めに、出土遺物のまとまりが認められる。中国潭州窯産の青花碗が出土 し、16世 紀

末から17世紀初頭の年代 になる。国産の瀬戸 ・美濃産陶器は、大窯第4段 階前半か ら登窯第1

小期の時期になり、16世 紀末か ら17世紀初頭 にかけての年代にあたる。信楽焼は、この時期よ

りも古い可能性があるが、これらに近い時期であろう。
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近世の肥前磁器が出土する時期であるが、17世 紀後半、18世 紀代、19世 紀代にわたる。以上 肥 前 磁 器

より、中世か ら近世 にかけての集落の時期は、以下のように考えられる。

1期 …12世 紀中頃から14世紀初頭の時期。これ より古い遺物は出土 していないが、集落は当期 時 期 区 分

以前から営まれていた可能性が考えられる。

H期 …15世 紀代 を中心 とする時期。前後する時期に連続 して集落が営 まれている可能性があ

る。

皿期…16世 紀か ら17世紀初頭にかけての時期

IV期…17世 紀中葉以降

遺 構 の 新 旧 関係 か ら推 定 す る 集 落 の 変 遷

VI章において、遺跡内における中世 ・近世の掘立柱建物跡群には、地点毎に、A(1区 ・6

区南)・B(2区 ・4区 南側 ・6区 北)・C(4区 北側)・D(5区 北西)の4ヶ 所のまとま り

健 物群)が あることを述べた。各建物群について、変遷と時期について検討 してゆく。なお、

各建物群の重複関係 について、変遷の模式図を第56図 に示 した。

A建 物群と関連する遺構iの変遷について述べる。 この地点では、SD17・SD49溝 跡などが、A建 物 群

最 も古い時期の遺構iになる可能性がある。SD17は 、直角に曲がる溝跡で、屋敷地を区画す る

溝跡になると考えられ、内側にはこの溝に伴 う建物跡が想定されるが、遺構の遺存状態が悪 く、

建物跡の範囲は確定できなかった。次の時期に、SD17を 切る、SB20a・bな どの礎板建物

跡が建てられる。放射性炭素年代測定により、SB20bの 礎板を分析 した結果、970±40年BPSB20bの
年 代 測 定

(2σ の歴年代でAD1000～1170年)と いう年代が明らかになった(第 冊章参照)。 また、SB

50、SB328も 礎板建物跡であり、SB50に 伴 う礎板の年代測定では、780±40年BP(同ADSB50の
年 代 測 定

1190～1290年)と いう年代が明らかになった。年代測定の結果 を考慮すると、SB50はSB20

より新 しい建物 と考えられる。

A建 物群で礎板を伴わない建物跡は、SB42・SB80・SB272・SB327が ある。このうち、

SB80・SB272の 柱穴には、根固石や礫 による礎盤が認められる。概 して柱穴の掘 り方の規

模は、礎板 を伴 う建物跡の柱穴より小形である。 これらの建物 に伴 う遺物 は出土 してお らず、

断言はできないが、礎板建物 よりも後出する可能性があると考えたい。A建 物群の礎板建物 に

ついては1期 に含 まれ、礎板 を伴わない建物については、II期 に含まれる可能性がある。

B建 物群では、L字 状に曲がるSD9の 内側 に位置する建物群(B1群)、 これらより東側 にB建 物 群

位置 し、SD9に 重複する建物群(B2群)、B1群 より後出する建物群(B3群)、 西側に位

置する建物群(B4群)で 構戒 される。B1群 のSB66は 、出土 した柱材の放射性炭素年代測

定により、500±40年BP(2σ の歴年代でAD1400～1450年)と いう年代が明らかになった。

B1群 よ り後出すると思 われるB3群 の建物 は、15世 紀前半か ら後半以降になると考え られ

る。また、B1群 ・B2群 の6棟 の建物は、互いに重複 した り位置的に近接するため、全て前

後する関係にあると言える。B3群 の建物を含めると、7段 階以上の建物の建て替えが想定 さ

れる。B4群 の2棟 については、B1か らB3群 のいずれかの建物 と同時並行であった可能性

もある。まとめると、B建 物群の時期は、ll期 を中心とし、 皿期 も存続 していた可能性が考 え

られる。

C建 物群は、SB241とSB246の2棟 で構i成され、SG220を 切って構i築される。SG220の
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D建 物 群

覆土か らは、甕器系陶器が出土 している。この2棟 の建物の柱穴であるが、SB241に は、根石

を伴 うものが認め られ、掘 り方は小形である。建物に伴 う遺物は出土 していない。また、これ

らの建物群の北側に、建物の長軸 にほぼ平行 して、SD233・234・235溝 跡がある。これらの溝1

跡は、C建 物群に伴 う屋敷地の区画溝としての可能性が考えられる。C建 物群の時期は、II～

皿期となる可能性あると考えてお く。

D建 物群は、SB226・SB245の2棟 の建物で構成 されるが、建物群の範囲は調査区外 に広

がるため、本来、より多 くの建物で構成されていると思われる。この2棟 の建物の柱穴は、根

石等は伴わす、小形の掘 り方である。建物に伴う遺物は出土 していない。ll～ 皿期に位置づけ

られる可能性がある。

集落の変遷 をまとめる。1期 では、A建 物群では、礎板 を伴 う掘立柱建物跡が建てられ、少

な くとも3回 以上の建物の変遷が想定される。

ll期では、B建 物群が出現 し、B1群 からB3群 への変遷が想定される。B建 物群では、少

な くとも7回 以上の建物の変遷が想定される。他の建物群であるが、A建 物群はこの時期まで

存続 している可能性があ り、C建 物群、D建 物群は、 この時期に出現する可能性がある。

皿期では、B建 物群がこの時期 も存続 していると考えられる。A建 物群 もこの時期にわたっ

て存続 している可能性がある。C・D建 物群 も、この時期に並行する可能性がある。

IV期であるが、当期の遺物は、建物跡や溝跡か ら出土していない。当期の建物跡が存在する

可能性はあるが、江戸時代の建物跡の柱穴の形状は、当遺跡で検出された小形の掘 り方をもつ

柱穴に該当するとは考えにくい。 しか し、礎石建ちの建物が存在 していた可能性は否定できな

い。現時点では、屋敷地ではなく、主に畑地等として調査区内が利用されていた可能性 を指摘

表13出 土遺物数量表(破 片数)

遺構番号 地区

縄文時代 平安時代 中世(陶 磁器)

土器 石器 土師器 須恵器 青磁 白磁 青花 瀬戸 信楽
姿器系陶器

石錐 掻器 削器 不明 剥片 チップ 敲石 石棒 甕 鉢 ・揺鉢

SB20EB22 1

SB20EB23 1

SB20EB25 1

SB20EB26 1

SB20EB28 1

SB20EB33 1

SB20EB39 1

SB20EB40 1

SB50EB51 1

SB50EB52 1

SB50EB53 1

SB50EB284 6南

SB50EB286 6南

SB50EB287 6南 2

SB50EB289 6南

SB50EB290 6南

SB50EB291 6南

SB50EB292 6南

SB50EB307 6南

SB66EB60 2

SB207EB212 4

SB247EB267 6北

SB328EB276 6南

SB328EB298 6南

SB328EB308 6南 1

SB328EB309 6南

SK1 1 113

SP3 1 1

SD17 1 2

SK56 1 1

SP59 2
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しておくにとどめたい。

最後に、礎板建物跡について、他遺跡の検出事例 をあげてお く。古代の事例になるが、八幡

町沼田遺跡(現 在は酒田市)は 、平安時代の掘立柱建物跡を中心 とした集落跡であ り(佐 藤 ・

野尻1984)、 当遺跡のSB5掘 立柱建物跡は、身舎の桁行10問 、梁行4問 と大規模で、建物を構

成する柱穴のうち、2基 に礎板が用いられている。 この建物跡の時期は、平安時代11世 紀前半

頃に位置づけられている。山形市渋江遺跡第4次 調査では(押 切ほか2002)、 中世の礎板を伴 う

掘立柱建物跡SB181が1棟 が検 出されている。この建物跡は、5基 の柱穴の内の4基 に礎板

が検出されている。14世 紀～15世 紀後半の遺物を出土する溝跡 に切 られる。礎板の状況は、上

野遺跡の場合と類似 した状態である。

上野遺跡の礎板建物跡は、1区 ・6区 南に位置するA建 物群のみに確認される。1区 ・6区

南は地下水位が高 く、柱穴の底面は、常時水浸けの状態であった と考えられる。 また、この地

点の建物は、全て礎板建物ではなく、柱穴内に根石や、礫を据 えた礎盤 を伴う建物 もある。礎

板 を据える理由については、湧水する軟弱な地盤に対する対応 と考えられる事があげ られる。

また、平安時代末から鎌倉時代 にかけての時期的な要因も考えられるが、今後の検出事例をさ

らに検討する必要がある。あわせて、建物を建てるために好条件 とはいえない、地下水位が高

いこの地点に継続的に建物を構築する要因も、今後検討すべ き課題である。

礎 板 建 物 跡

沼 田 遺 跡

渋 江 遺 跡

引用 ・参考文献

阿部酉喜夫ほか1981『 高瀬山遺跡群分布調査報告書』(山形県寒河江市埋蔵文化財調査報告書

第1集)寒 河江市教育委員会

小笠原健一郎 ・本多準一郎2003『 本町ll遺跡第二次発掘調査報告書』(岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調

査 報告書第410集)財 団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター

近世(陶 磁器) 近現代陶磁器 木製品 ・石製 品(中 近世)

須恵器系
肥前 波佐見 陶器不明 土器 磁器 陶器 土器 柱材

礎板 板材 加工材 杭 不明 砥石 石臼 遺物番号 ・備考
不明 鉢 ・揺鉢 丸太 角材 不明

1

3 66・67・68

1 69

1 1 70・103

1 78

1

2 71・72

2 73・74

2 75・76

1

1 77

3 85・86・89

1 1 65・88

1

1 90

1

1 1 93・102

1 64

1 1

1 55

1 61

1

1 87

1 62

11

1

7・10・12

30

15 84・94～98

13

1 54
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遺構番号 地区

縄文時代 平安時代 中世(陶 磁器)

土器
石器

土師器 須恵器 青磁 白磁 青花 瀬戸 信楽
姿器系陶器

石錐 掻器 削器 不明 剥片 チップ 敲石 石棒 甕 鉢 ・揺鉢
SX65掘 方 2 1

SP66 1

SP67 1

SP68 1

EB69 1

SP70 1

SP71 1

SP72 2 1

SP75 1

SP76 1

SP77 1

SP81 1

SP82 1

SP84 1

SP85 1

SP86 1

SP87 1

SP88 1

SX89 1

SP95 1

SK103 3

SK104 3 4

SK105 3 56

SX114 2拡 1 1 3 1

SXI17 3拡 1

SK205 4 1

SM218 4 2

SG220 4 1

SP231 5 1

SD234 5 1 1

SK240 5 1

SD261 6北

SD264 6北 1

SK270 5拡

SP282 6南

SP300 6南

SK303 6南

SP304 6南

SP305 6南

SP314 6南

SP316 6南 1

SP318 6南 1

SP326 6南

番号 な しSP 2 1 1 1

表土 ・撹乱 1 1 1 1

表土 4 1 1 1 3 1

表土 5 2 1 1 1

表土 5拡 1

表 土 ・撹乱 6北

表 土 ・撹乱 6南 1 1

XO 6南

グ リッ ド 2 2

グ リッ ド 3 1

グ リッ ド 4 1

グ リッ ド 6南 1

XO 1

XO 3

XO 4 1 1

TT2 4 28 1 1

TT3 4 1

TT4 5

TT6 5 1

TT9 5 1

XO 1 1 1

合計 100 1 3 2 111 2 1 1 32 2 2 121 16 5
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近世(陶 磁器) 近現代陶磁器 木製品 ・石製 品(中 近世)

須恵器系
肥前 波佐見 陶器不明 土器 磁器 陶器 土器

柱材
礎板 板材 加工材 杭 不明 砥石 石臼 遺物番号 ・備考

不明 鉢 ・揺鉢 丸太 角材 不明
36

1

1 1 53

1 56

1

1

1 57

16

1

1 79

1

1

1 81

1 82

11 83

1 59

1 80

1

1 現代撹乱
1 58

21 3 45・47・51

3

4

23・31・35・42

1 15・50撹 乱 か

17・18

38

33と 接合

33

1
石 臼は101と 同一
個体

1 101

21 現代
1 63

1

41 92

1

1 60

1

1 91

1 1 14・25・39・40

2 1
8・26・32・37・

52・100

2 12 20・34

ll1 1 48

1 1

1 1 9・43

1

29

19

1 22・46

21

1

1

22 1 1・24・49

1 2・27・41・44

1
姿器系 陶器 は31と
同一個体

1

28

5

1 1 6

11 6673 1152 1321 3451511 22
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押切智紀ほか2002

小野貴之2005

木 村 高 ・佐 藤 智 生2000

斎 藤俊 一 ・飯 塚 稔1994

齊藤主税ほか2004

佐 藤 庄 一 ・須賀 井 明 子1998

佐 藤 庄 一 ・野 尻侃1984

佐 藤 庄 一 ・野 尻侃1984

菅原弘樹ほか1995

名和達朗ほか1991

沼山源喜治

深井嘉市 ・富樫秀司

(財)山 形県埋蔵文化財センター

(財)山 形県埋蔵文化財センター

山口博之

山口博之 ・吉田江美子

1981

1992

2005

2005

1996

2004

吉野武ほか2003

『渋江遺跡第4次 発掘調査報告書』(山形県埋蔵文化財センター調査報告

書第106集)財 団法人山形県埋蔵文化財センター

『合子沢松森(2)遺跡調査概報』(青森県埋蔵文化財調査報告書第80集)青

森県教育委員会

『野尻(1)遺跡皿』青森県埋蔵文化財調査報告書第277集 青森県教育委員会

『西谷地遺跡発掘調査報告書』(山形県埋蔵文化財センター調査報告書第

12集)財 団法人山形県埋蔵文化財センター

『高瀬山遺跡(1期)第1～4次 発掘調査報告書』(山形県埋蔵文化財セ

ンター報告書第121集)財 団法人山形県埋蔵文化財センター

『平野山古窯跡群第12地 点遺跡第2次 発掘調査報告書』(山形県埋蔵文化

財センター調査報告書第52集)財 団法人山形県埋蔵文化財センター

『沼田遺跡発掘調査報告書』(山形県埋蔵文化財調査報告書第78集)山 形

県教育委員会

『千河原遺跡発掘調査報告書』(山形県埋蔵文化財調査報告書第80集)山

形県教育委員会

『山王遺跡ll』(宮 城県文化財調査報告書第167集)宮 城県教育委員会

『山谷新田遺跡 ・山海窯跡群発掘調査報告書一国営農地開発事業鳥海南

麓地区(1)』(山形県埋蔵文化財調査報告書第170集)東 北農政局・山形県

教育委員会

「土師器合口甕棺葬について」『考古学雑誌』第66巻第4号 日本考古学会

『藤九郎清水A遺 跡詳細分布調査報告書』山形県藤島町教育委員会

『北向遺跡調査説明資料』

『中落合遺跡調査説明資料』

「山形県の古代の人はどんなお墓に入ったのか」『西山形の歴史と文化』皿

『萩原遺跡第2・3次 発掘調査報告書』(山形県埋蔵文化財センター調査

報告書第120集)山 形県埋蔵文化財センター

『市川橋遺跡』宮城県文化財調査報告書第193集 宮城県教育委員会
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付図１　上野遺跡調査区全体図
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付図２　上野遺跡調査区全体図
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